
は
じ
め
に

　

大
宰
府
と
は
「
日
本
律
令
国
家
に
お
け
る
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
の
一
端

を
担
い
、
か
つ
西
海
道
を
統
轄
（
管
内
支
配
機
能
）
し
た
、
最
大
の
地
方
官
衙
」

と
定
義
で
き
よ
う
。
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
正
月
、
そ
の
大
宰
府
が
廃
さ
れ
た

と
『
続
日
本
紀
』
は
伝
え
て
い
る
（
後
掲
〔
９
〕
）
。
こ
の
事
態
が
藤
原
広
嗣
の
乱

を
そ
の
理
由
と
す
る
と
い
う
点
は
、
基
本
的
に
先
学
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
稿
の
課
題
は
、
ま
ず
は
大
宰
府
が
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
述
の
定

義
に
お
い
て
掲
げ
た
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
、
管
内
支
配
機
能
が
ど
う
変
化

し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
宰
府
廃
止
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
存
在
し

て
い
た
時
に
は
み
え
な
か
っ
た
あ
り
方
が
顕
在
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
検
討
は
、
大
宰
府
の
歴
史
的
展
開
を

考
え
る
う
え
で
重
要
と
考
え
る
が
、
し
か
し
そ
の
廃
止
に
は
し
ば
し
ば
ふ
れ
ら
れ

る
も
の
の
、
こ
れ
を
専
論
し
た
研
究
と
な
る
と
意
外
に
少
な
い
。
ま
た
、
天
平
十

五
年
十
二
月
に
は
筑
紫
鎮
西
府
の
新
設
が
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
て
い
る
が
（
後

掲
〔
21
〕
）
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
大
宰
府
廃
止
と
の
関
連
で
、
そ
の
設
置
の
意
義
や

機
能
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
も
本
稿
の
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
倉
住
靖
彦
氏
は
『
古
代
の
大
宰
府
』
と
題
す
る
古
代
大
宰
府
の
通
史

を
著
し
て
い
る
（
［
倉
住
一
九
八
五
］
）
。
そ
の
な
か
で
大
宰
府
廃
止
に
つ
い
て
ふ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
こ
の
問
題
に
関
す
る
数
少
な
い
専
論
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

倉
住
氏
は
す
で
に
前
著
の
な
か
で
も
、
こ
の
大
宰
府
廃
止
を
と
り
あ
げ
て
い
た
が

（
［
倉
住
一
九
七
九
］
）
、
そ
の
検
討
に
加
え
て
、
い
ま
ふ
れ
た
大
宰
府
廃
止
後
の
筑

紫
鎮
西
府
設
置
の
問
題
も
含
め
て
詳
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
筑
紫
鎮
西
府
に
つ
い

て
は
専
論
と
し
て
廣
岡
誠
児
氏
、
春
名
宏
昭
氏
の
研
究
が
あ
る
（
［
廣
岡
一
九
八

七
］
、
［
春
名
一
九
九
七
ｂ
］
）
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
研
究
も
含

め
て
、
行
論
の
な
か
で
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
上
記
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
藤
原
広
嗣
の
乱
鎮
圧
か

ら
大
宰
府
復
置
後
ま
で
を
お
お
よ
そ
次
の
四
期
に
分
か
つ
こ
と
と
す
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
「
藤
原
広
嗣
の
乱
・
大
宰
府
廃
止
関
連
年
表
」
（
第
１
表
）
を
作
成

し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い

（
１
（

。

　
　

第
Ⅰ
期　
　

乱
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
ま
で

　
　

第
Ⅱ
期　
　

大
宰
府
廃
止
か
ら
筑
紫
鎮
西
府
設
置
ま
で

　
　

第
Ⅲ
期　
　

筑
紫
鎮
西
府
の
時
代

　
　

第
Ⅳ
期　
　

大
宰
府
復
置
と
そ
の
後

第
一
章
　
乱
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
ま
で

　

本
章
で
は
、
第
Ⅰ
期
に
あ
た
る
乱
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
ま
で
の
時
期
を
と
り

あ
げ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
『
続
日
本
紀
』
所
載
の
藤
原
広
嗣
の
乱
関
係
史
料
の
性

論
　
　
文

　
　
　
　
　

大
宰
府
廃
止
を
め
ぐ
る
諸
問
題

重

松　

敏

彦　
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時
期
区
分

年
号

西
暦

閏
月
日

事
　
　
　
項

広
嗣

の
乱

勃
発

天
平

12
740

8
29

藤
原

広
嗣

、
大

宰
府

か
ら

上
表

文
（

8月
29日

付
）

を
提

出
す

る
。

9
3

広
嗣

の
上

表
文

が
都

に
到

達
す

る
。

朝
廷

、
こ

れ
を

「
反

」
と

断
定

、
大

野
東

人
を

大
将

軍
、
紀

飯
麻

呂
を

副
将

軍
と

し
て

征
討

軍
を

編
成

す
る

。
ま

た
、
東

海
・

東
山

・
山

陰
・

山
陽

・
南

海
五

道
に

軍
17000人

の
動

員
を

通
達

す
る

。
9

4
隼

人
24人

を
発

遣
す

る
。

9
5

佐
伯

常
人

・
阿

倍
虫

麻
呂

を
勅

使
と

し
て

発
遣

す
る

。
9

15
四

畿
内

・
七

道
諸

国
に

勅
し

て
、

国
ご

と
に

観
世

音
像

の
造

立
、

観
世

音
経

の
書

写
を

命
じ

る
。

9
21

大
将

軍
大

野
東

人
に

勅
し

て
、

長
門

国
に

来
泊

し
た

遣
新

羅
使

に
つ

き
、

登
用

す
べ

き
人

材
の

任
用

を
認

め
る

。
こ

の
日

、
豊

浦
郡

司
ら

に
精

兵
24人

を
率

い
て

渡
海

さ
せ

る
（

24日
付

東
人

報
告

）。
9

22
こ

の
日

、
勅

使
に

隼
人

24人
・

軍
士

4000人
を

率
い

て
渡

海
さ

せ
る

（
24日

付
東

人
報

告
）。

9
24

こ
の

日
付

の
大

将
軍

大
野

東
人

の
報

告
に

よ
る

と
、

京
都

郡
鎮

長
を

殺
獲

、
ま

た
登

美
・

板
櫃

・
京

都
三

処
の

営
兵

を
捕

獲
、

21日
に

は
長

門
国

豊
浦

郡
少

領
が

精
兵

を
率

い
て

渡
海

、
22日

に
は

勅
使

が
隼

人
・

軍
士

を
率

い
て

渡
海

、
東

人
は

後
続

の
兵

を
率

い
て

渡
海

の
予

定
と

い
う

。
ま

た
、

間
諜

の
報

告
に

よ
る

と
、

広
嗣

は
遠

珂
郡

家
に

軍
営

を
設

け
て

、
国

内
の

兵
を

徴
発

す
る

と
い

う
。

9
25

こ
の

日
付

の
大

将
軍

大
野

東
人

の
報

告
に

よ
る

と
、

豊
前

国
の

郡
司

等
が

官
軍

に
帰

順
、

ま
た

賊
徒

を
斬

首
す

る
と

い
う

。
9

29
筑

紫
府

管
内

諸
国

に
再

度
、

勅
符

数
千

枚
を

散
擲

す
る

こ
と

を
命

じ
る

。
10

9
大

将
軍

大
野

東
人

に
詔

し
て

、
宇

佐
八

幡
神

に
戦

勝
を

祈
願

さ
せ

る
。

ま
た

同
日

付
の

東
人

の
報

告
に

よ
る

と
、

豊
前

・
筑

前
国

境
の

板
櫃

河
を

挟
ん

で
広

嗣
軍

一
万

余
と

官
軍

六
千

余
が

対
峙

、
広

嗣
軍

の
隼

人
・

騎
兵

が
官

軍
に

帰
順

す
る

と
い

う
。

さ
ら

に
降

服
し

た
隼

人
が

、
広

嗣
の

弟
綱

手
と

多
胡

古
麻

呂
率

い
る

軍
勢

は
未

着
と

の
情

報
を

も
た

ら
し

た
と

い
う

。
10

23
こ

の
日

、
肥

前
国

松
浦

郡
値

嘉
島

長
野

村
で

広
嗣

を
捕

獲
す

る
（

29日
付

東
人

報
告

）。
10

26
聖

武
天

皇
、

大
将

軍
大

野
東

人
に

勅
し

て
、

月
末

か
ら

東
国

へ
行

幸
す

る
旨

を
伝

え
る

。
10

29
聖

武
天

皇
、

伊
勢

国
に

行
幸

す
る

。
こ

の
日

、
肥

前
国

松
浦

郡
値

嘉
嶋

長
野

村
で

広
嗣

を
捕

獲
し

た
と

の
情

報
が

大
将

軍
大

野
東

人
に

到
着

す
る

。
東

人
、

こ
れ

を
中

央
へ

報
告

す
る

（
29日

付
東

人
報

告
。

捕
獲

し
た

23日
か

ら
は

7日
目

、
値

嘉
嶋

か
ら

東
人

の
い

る
大

宰
府

ま
で

の
連

絡
に

要
し

た
日

数
か

）。
Ⅰ

期
11

1
こ

の
日

、
肥

前
国

松
浦

郡
（

郡
家

）
で

、
広

嗣
・

綱
手

兄
弟

を
斬

刑
に

処
す

（
5日

付
東

人
報

告
）。

11
3

大
将

軍
大

野
東

人
の

10月
29日

付
の

報
告

に
よ

る
と

、
同

月
23日

に
広

嗣
を

肥
前

国
松

浦
郡

値
嘉

島
長

野
村

で
捕

獲
し

た
と

い
う

。
こ

の
日

、
伊

勢
国

河
口

に
滞

在
し

て
伊

勢
神

宮
に

奉
幣

使
を

派
遣

し
た

聖
武

天
皇

の
も

と
に

到
着

す
る

。
詔

し
て

法
に

よ
る

処
罰

を
命

じ
る

。
11

5
こ

の
日

付
の

大
将

軍
大

野
東

人
の

報
告

に
よ

る
と

、
同

月
1日

、
肥

前
国

松
浦

郡
で

、
広

嗣
を

斬
刑

に
処

す
と

い
う

。
ま

た
、

従
人

等
を

大
宰

府
に

拘
禁

、
そ

の
名

簿
を

中
央

に
報

告
す

る
。

従
人

の
三

田
兄

人
等

に
よ

る
と

、
広

嗣
が

海
外

脱
出

を
企

て
知

賀
（

値
嘉

）
島

か
ら

4日
間

で
済

州
島

近
く

ま
で

航
行

し
た

が
、

逆
風

の
た

め
遠

値
嘉

嶋
の

色
都

嶋
に

吹
き

戻
さ

れ
た

と
い

う
。

12
15

聖
武

天
皇

、
山

背
国

の
恭

仁
宮

に
入

る
。

天
平

13
741

1
22

逆
人

広
嗣

の
与

党
を

処
分

す
る

。
死

刑
26人

・
没

官
5人

・
流

刑
47人

・
徒

刑
32人

・
杖

刑
177人

と
い

う
。

1
3

5
大

将
軍

大
野

東
人

、
副

将
軍

紀
飯

麻
呂

、
ま

た
勅

使
佐

伯
常

人
・

阿
倍

虫
麻

呂
等

に
授

位
す

る
。

Ⅱ
期

天
平

14
742

1
5

大
宰

府
を

廃
止

す
る

。
紀

飯
麻

呂
ら

4人
を

派
遣

し
て

、
廃

府
の

官
物

を
筑

前
国

司
に

付
す

。
2

3
大

宰
府

（
廃

止
後

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

筑
前

国
司

の
誤

と
す

る
説

も
あ

る
が

採
ら

な
い

）、
新

羅
使

187人
の

来
航

を
報

告
す

る
。

2
5

詔
し

て
紀

飯
麻

呂
に

命
じ

て
新

羅
使

を
大

宰
に

饗
応

し
て

、
放

還
さ

せ
る

。
新

宮
未

成
に

よ
る

と
い

う
。

8
25

制
し

て
、

筑
前

国
に

大
隅

・
薩

摩
等

の
禄

を
廃

府
の

官
物

か
ら

支
給

さ
せ

る
。

ま
た

公
廨

、
三

島
擬

郡
司

・
成

選
人

、
仕

丁
等

に
つ

い
て

定
め

る
。

天
平

15
743

3
6

筑
前

国
司

、
新

羅
使

の
来

航
を

報
告

す
る

。
多

治
比

土
作

・
葛

井
広

成
を

筑
前

に
派

遣
し

て
供

客
の

事
を

検
校

さ
せ

る
。

4
25

検
校

新
羅

客
使

多
治

比
土

作
ら

、
新

羅
使

が
常

礼
を

失
す

る
こ

と
を

報
告

す
る

。
太

政
官

処
分

に
よ

り
放

還
す

る
。

Ⅲ
期

天
平

15
12

26
筑

紫
鎮

西
府

を
置

く
。

石
川

加
美

を
将

軍
、

大
伴

百
世

を
副

将
軍

に
任

じ
る

。
判

官
2人

、
主

典
2人

。
天

平
16

744
1

23
鎮

西
府

官
員

の
准

位
規

定
、

お
よ

び
待

遇
を

定
め

る
。

26
鎮

西
府

に
印

1面
を

支
給

す
る

。
10

30
鎮

西
府

に
駅

鈴
2口

を
支

給
す

る
。

Ⅳ
期

天
平

17
745

6
5

大
宰

府
を

復
置

す
る

。
石

川
賀

美
（

加
美

）
を

大
弐

、
多

治
比

牛
養

・
大

伴
三

中
を

少
弐

に
任

じ
る

。
8

4
大

宰
府

に
管

内
所

司
の

印
12面

を
支

給
す

る
。

第
１
表
　
藤
原
広
嗣
の
乱
・
大
宰
府
廃
止
関
連
年
表
（
出
典
は
『
続
日
本
紀
』
）
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格
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

〔
１
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
八
月
癸
未
（
二
十
九
日
）
条

大
宰
少
弐
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
広
嗣
上
レ

表
、
指
二

時
政
之
得
失
一

、
陳
二

天

地
之
災
異
一

。
因
以
レ

除
二

僧
正
玄
昉
法
師
、
右
衛
士
督
従
五
位
上
下
道
朝
臣

真
備
一

為
レ

言
。

〔
２
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
九
月
丁
亥
（
三
日
）
条

広
嗣
遂
起
レ

兵
反
。
勅
、
以
二

従
四
位
上
大
野
朝
臣
東
人
一

為
二

大
将
軍
一

、
従

五
位
上
紀
朝
臣
飯
麻
呂
為
二

副
将
軍
一

。
軍
監
、
軍
曹
各
四
人
。
徴
二

発
東
海
、

東
山
、
山
陰
、
山
陽
、
南
海
五
道
軍
一
万
七
千
人
一

、
委
二

東
人
等
一

、
持
レ

節
討
之
。

　

〔
１
〕
は
藤
原
広
嗣
が
時
の
政
治
の
得
失
を
指
摘
し
、
天
地
の
災
異
の
こ
と
に

も
ふ
れ
て
、
僧
玄
昉
・
下
道
（
吉
備
）
真
備
を
中
央
政
界
か
ら
除
く
こ
と
を
求
め

て
上
表
し
た
こ
と
を
伝
え
た
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
政
府
は
、
こ

れ
を
即
座
に
「
叛
」
と
認
定
し
、
勅
に
よ
っ
て
大
野
東
人
を
大
将
軍
、
紀
飯
麻
呂

を
副
将
軍
に
任
じ
、
東
海
・
東
山
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
の
五
道
の
軍
一
万
七
千

人
を
徴
発
し
て
、
こ
れ
を
東
人
ら
に
授
け
て
征
討
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
（
〔
２
〕
）
。

藤
原
広
嗣
の
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。

〔
３
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
九
月
戊
申
（
二
十
四
日
）
条

大
将
軍
東
人
等
言
、
殺
二

獲
賊
徒
豊
前
国
京
都
郡
鎮
長
大
宰
史
生
従
八
位
上

小
長
谷
常
人
、
企
救
郡
板
櫃
鎮
小
長
凡
河
内
田
道
一

。
但
大
長
三
田
塩
篭
者
、

着
二

箭
二
隻
一

、
逃
二

竄
野
裏
一

。
生
二

虜
登
美
、
板
櫃
、
京
都
三
処
営
兵
一
千

七
百
六
十
七
人
一

。
器
仗
十
七
事
。
仍
差
二

長
門
国
豊
浦
郡
少
領
外
正
八
位

上
額
田
部
広
麻
呂
一

、
将
二

精
兵
卌
人
一

、
以
二

今
月
廿
一
日
一

発
渡
。
又
差
二

勅
使
従
五
位
上
佐
伯
宿
祢
常
人
、
従
五
位
下
安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
等
一

将
二

隼

人
廿
四
人
并
軍
士
四
千
人
一

、
以
二

今
月
廿
二
日
一

発
渡
、
令
レ

鎮
二

板
櫃
営
一

、

東
人
等
将
二

後
到
兵
一

、
尋
応
二

発
渡
一

。
又
間
諜
申
云
、
広
嗣
、
於
二

遠
珂
郡

家
一

造
二

軍
営
一

、
儲
二

兵
弩
一

。
而
挙
二

烽
火
一

、
徴
二

発
国
内
兵
一

矣
。

　

こ
の
反
乱
の
経
過
等
に
関
す
る
情
報
は
、〔
３
〕
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
将
軍
大

野
東
人
の
現
地
か
ら
の
報
告
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘

が
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
東
人
の
報
告
が
都
に
到
着
し
た
日
付
で
は
な
く
、
現

地
で
報
告
が
作
成
さ
れ
た
日
付
に
か
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
と
考
え
る

（
２
（

。

　

こ
こ
で
藤
原
広
嗣
の
乱
鎮
圧
を
い
つ
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
第
１
表
に
示

し
た
よ
う
に
広
嗣
・
綱
手
兄
弟
が
処
刑
さ
れ
た
時
と
し
た
。
そ
こ
で
、
乱
が
鎮
圧

さ
れ
て
か
ら
廃
止
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
、
大
宰
府
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論

が
な
さ
れ
た
か
が
分
か
れ
ば
、
廃
止
の
理
由
な
ど
が
い
ま
少
し
明
ら
か
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
直
接
的
に
窺
わ
せ
る
よ
う
な
史
料
は
見
出
せ
て

い
な
い
。
た
だ
、
乱
勃
発
・
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
に
至
る
ま
で
の
大
宰
府
現
地

の
陣
容
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
、
そ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
の
て
が
か
り
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
乱
の
勃
発
を
少
し
遡
っ
て
大
宰
帥
・

大
弐
・
少
弐
の
任
官
状
況
を
整
理
し
て
み
た
の
が
第
２
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ

り
つ
つ
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
長
官
で
あ
る
大
宰
帥
に
つ
い
て
は
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
に
、
大
伴
旅

人
が
現
任
と
し
て
み
え
る
。
旅
人
は
同
年
十
月
に
帥
兼
任
の
ま
ま
、
大
納
言
に
任

じ
ら
れ
、
十
二
月
に
帰
京
す
る
。
つ
い
で
天
平
三
年
九
月
、
大
納
言
藤
原
武
智
麻

呂
が
大
宰
帥
を
兼
任
し
た
こ
と
が
み
え
る
が
、
お
そ
ら
く
現
地
へ
は
赴
任
し
て
は

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
広
嗣
の
父
に
あ
た
る
藤
原
宇
合
が
任
じ
ら
れ
て

い
る
が
（
任
官
時
期
は
不
明
）
、
天
平
九
年
八
月
に
は
没
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

乱
勃
発
ま
で
帥
は
任
命
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
宇
合
に
し
て
も

参
議
式
部
卿
を
兼
ね
て
い
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
現
地
に
は
赴
任
し
て
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
広
嗣
赴
任
以
前
は
、
長
期
間
、
現
地
で
は
帥
不
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年
号

西
暦

閏
月

日
大
宰
帥

大
宰
大
弐

大
宰
少
弐

大
宰
少
弐

備
　
　
考

出
　
　
典

天
平

２
730

1
13

〔
大

伴
旅

人
〕（

見
）

「
帥

老
」「

主
人

」
と

み
え

る
万

葉
集

5-822

天
平

２
730

1
13

紀
〔

男
人

〕（
見

）
万

葉
集

5-815

天
平

２
730

1
13

小
野

〔
老

〕（
見

）
万

葉
集

5-816

天
平

２
730

1
13

粟
田

〔
人

上
〕（

見
）

万
葉

集
5-817

天
平

２
730

6
大

伴
〔

旅
人

〕（
見

）
万

葉
集

4-567

天
平

２
730

7
8

〔
大

伴
旅

人
〕（

見
）

「
帥

家
集

会
」

と
み

え
る

万
葉

集
8-1523～

1526

天
平

２
730

7
11

〔
大

伴
旅

人
〕（

見
）

「
都

督
」

と
み

え
る

万
葉

集
5-868～

870

天
平

２
730

10
1

大
伴

旅
人

（
見

）
任

大
納

言
公

卿
補

任

天
平

２
730

11
大

伴
〔

旅
人

〕（
見

）
万

葉
集

17-3890～
3899

天
平

２
730

12
大

伴
〔

旅
人

〕（
上

京
）

万
葉

集
3-446～

450、
6-965～

968

天
平

２
730

大
伴

旅
人

（
見

）
「

帥
家

」
と

み
え

る
万

葉
集

6-962

天
平

２
730

多
治

比
県

守
（

見
）

紀
男

人
の

前
任

か
公

卿
補

任

天
平

３
731

3
30

紀
男

人
（

見
）

国
立

公
文

書
館

所
蔵

文
書

天
平

３
731

6
13

巨
勢

真
人

（
任

）
続

日
本

紀

天
平

３
731

9
27

大
納

言
藤

原
武

智
麻

呂
（

任
）

続
日

本
紀

天
平

４
732

大
納

言
藤

原
武

智
麻

呂
（

見
）

公
卿

補
任

天
平

５
733

大
納

言
藤

原
武

智
麻

呂
（

見
）

公
卿

補
任

天
平

７
735

小
野

老
（

見
）

続
日

本
紀

天
平

勝
宝

6.2.20条

天
平

９
737

6
11

小
野

老
（

卒
）

続
日

本
紀

天
平

９
737

8
5

参
議

式
部

卿
兼

大
宰

帥
藤

原
宇

合
（

薨
）

続
日

本
紀

天
平

10
738

10
30

紀
男

人
（

卒
）

続
日

本
紀

天
平

10
738

12
4

高
橋

安
麻

呂
（

任
）、

以
後

見
え

な
い

続
日

本
紀

天
平

10
738

12
4

藤
原

広
嗣

（
任

）
続

日
本

紀

天
平

11
739

3
21

多
治

比
伯

（
見

）、
以

後
見

え
な

い
続

日
本

紀

第
２
表
　
広
嗣
の
乱
に
至
る
ま
で
の
大
宰
府
の
陣
容
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在
の
状
況
が
続
い
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
大
宰
大
弐
は
天
平
二
年
に
、
紀
某
（
男
人
か
）
と
多
治
比
県
守
の
存
在
が

知
ら
れ
る
。
同
三
年
に
紀
男
人
が
み
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
県
守
は
男
人
の
前

任
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
小
野
老
が
大
弐
と
し
て
み
え
る
。
天
平
九
年
六
月
、

そ
の
老
が
没
し
て
紀
男
人
が
後
を
継
い
だ
と
み
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
の
時
の
男

人
は
再
任
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
男
人
も
同
十
年
十
月
に
没
し
て
い

る
。
そ
し
て
乱
勃
発
直
前
の
人
事
は
、
同
十
年
十
二
月
に
高
橋
安
麻
呂
が
大
弐
に
、

藤
原
広
嗣
が
少
弐
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
任
官
の
際
、
高
橋
安
麻
呂

は
「
右
大
弁
と
い
う
激
職
（
万
葉
一
〇
三
七
左
注
）
を
兼
ね
て
い
た
た
め
遥
任
と

推
定
さ
れ
」
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
）
、
こ
れ

は
当
た
る
ま
い
。
安
麻
呂
が
右
大
弁
と
し
て
み
え
る
『
万
葉
集
』
の
左
注
は
、
天

平
十
年
八
月
に
か
か
る
と
み
ら
れ
、
大
弐
就
任
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
大
弁

か
ら
の
遷
任
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
兼
任
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

た
と
え
ば
広
嗣
の
乱
の
征
討
副
将
軍
で
あ
っ
た
紀
飯
麻
呂
は
、
征
討
を
終
え
て
帰

京
後
、
右
大
弁
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
大
宰
府
の
廃
止
に
際
し
て
は
、
そ
の
対
応
の

た
め
、
右
大
弁
の
ま
ま
京
を
離
れ
て
、
大
宰
府
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
後

掲
〔
９
〕
）

（
３
（。

ま
た
、
こ
れ
は
左
大
弁
の
例
で
は
あ
る
が
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
、

左
大
弁
大
伴
古
麻
呂
が
陸
奥
鎮
守
府
将
軍
の
兼
任
を
命
じ
ら
れ

（
４
（

、
実
際
に
任
地
へ

赴
い
て
い
る

（
５
（

。
た
だ
、
こ
の
事
例
は
橘
奈
良
麻
呂
の
変
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
（
［
野
村
忠
夫
一
九
九
三
］
）
、
少
な
く
と
も
大
弁
の
地
位
に
あ

り
な
が
ら
、
外
官
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
得
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
す
れ
ば
、
右
大
弁
で
あ
っ
た
安
麻
呂
が
大
弐
を
兼
任
し
て
、
現
地
大
宰
府
へ
赴

任
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。
な
に
よ
り
も
、
こ
の
任
官
記
事
以
降
、
安
麻

呂
が
史
料
に
ま
っ
た
く
現
れ
な
い
こ
と
は
、
遥
任
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
き
わ
め
て

不
審
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て

お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
大
弐
は
死
没
に
よ
っ
て
交
替
が
相
次
い
で
は

い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
任
命
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
ま
た
広
嗣

と
同
時
に
大
弐
に
任
じ
ら
れ
た
安
麻
呂
も
現
地
に
赴
任
し
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
少
弐
は
、
い
ま
述
べ
た
広
嗣
の
任
命
以
前
で
は
、
天
平
二
年
に
小
野
老

が
少
弐
と
し
て
み
え
る
。
老
は
後
に
大
弐
と
し
て
み
え
る
か
ら
、
少
弐
か
ら
大
弐

に
昇
任
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
同
三
年
六
月
に
巨
勢
真
人
が
少
弐

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
広
嗣
赴
任
後
で
は
天
平
十
一

年
三
月
、
多
治
比
伯
が
現
任
と
し
て
み
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
乱
勃
発
時
の

大
宰
府
現
地
の
陣
容
は
、
帥
は
不
在
、
大
弐
は
高
橋
安
麻
呂
、
少
弐
は
多
治
比
伯
、

藤
原
広
嗣
の
二
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
広
嗣
の
乱
の
最
中
お
よ
び
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
に
い
た
る
間
の
大

宰
府
現
地
の
陣
容
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃

止
ま
で
の
間
に
は
大
宰
府
長
官
・
次
官
の
人
事
、
す
な
わ
ち
そ
の
辞
任
や
任
官
に

関
す
る
史
料
は
み
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
広
嗣
の
乱
勃
発
時
に
現
地
大
宰
府

に
い
た
と
思
わ
れ
る
大
弐
高
橋
安
麻
呂
も
、
そ
し
て
少
弐
多
治
比
伯
も
ま
た
、
そ

の
後
の
史
料
に
は
ま
っ
た
く
み
え
な
く
な
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
安
麻
呂
が
現
地

に
赴
任
し
て
い
た
と
す
る
と
、
広
嗣
に
は
上
司
と
し
て
安
麻
呂
が
い
た
こ
と
に
な

る
か
ら
、
従
来
説
か
れ
て
き
た
よ
う
に
、
単
純
に
広
嗣
が
大
宰
府
の
現
地
に
お
け

る
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
点
か

ら
考
え
る
と
、
実
は
安
麻
呂
、
そ
し
て
伯
の
両
名
は
、
広
嗣
に
よ
っ
て
命
を
落
と

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
乱
鎮
圧
後
は
、
大
宰
府

に
は
長
官
・
次
官
す
べ
て
が
不
在
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
広
嗣
の
乱
勃
発
以
降
の
大
宰
監
、
典
、
品
官
、
史
生
に
つ
い
て
は
、
拠
る

べ
き
史
料
が
な
く
、
そ
の
動
向
は
不
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
。
た
だ
、
〔
３
〕
の
東

人
の
報
告
に
は
、
小
長
谷
常
人
・
凡
河
内
田
道
を
殺
獲
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
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り
、
常
人
は
大
宰
史
生
と
み
え
る
。
こ
の
事
例
か
ら
大
宰
史
生
が
反
乱
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
凡
河
内
田
道
も
含
め
て
考
え
る
と
、
常
人
ら

が
東
人
側
か
ら
賊
徒
と
呼
ば
れ
て
殺
獲
さ
れ
た
の
は
、
京
都
郡
鎮
長
、
板
櫃
鎮
小

長
（
６
（

の
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
周
知
の
よ
う
に
、
こ

の
広
嗣
の
乱
で
は
登
美
・
板
櫃
・
京
都
郡
に
置
か
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
三
鎮
に

お
け
る
攻
防
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
７
（

。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
広
嗣
の
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
と
き
、
大
宰
帥
・
大
弐
・
少

弐
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
不
在
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
大
宰
監

以
下
の
官
人
に
つ
い
て
は
そ
の
動
向
は
ほ
と
ん
ど
不
明
な
が
ら
、
あ
る
い
は
な
ん

ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
と
思
う
。
特
に
大

宰
府
機
構
全
体
を
統
轄
す
べ
き
大
宰
少
弐
以
上
の
官
人
が
い
ず
れ
も
不
在
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
と
は
重
大
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
存
す
る
史
料
か
ら
は
、
鎮
圧

後
に
新
た
に
そ
の
官
人
が
任
じ
ら
れ
た
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
中
央
政
府
が
す
で
に
大
宰
府
の
廃
止
を
視
野
に
入
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
４
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
九
月
己
丑
（
五
日
）
条

勅
二

従
五
位
上
佐
伯
宿
称
常
人
、
従
五
位
下
阿
倍
朝
臣
虫
麻
呂
等
一

、
亦
発
遣
、

任
二

用
軍
事
一

。
（
後
略
）

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
中
央
政
府
は
、
大
宰
府
機
構
の
統
轄
や

そ
の
政
務
運
営
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、
ま
ず

想
起
さ
れ
る
の
は
征
討
軍
で
あ
ろ
う
。
大
宰
府
を
拠
点
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た

広
嗣
を
誅
滅
し
た
後
、
か
わ
っ
て
征
討
軍
が
こ
れ
を
統
轄
す
る
と
い
う
の
は
き
わ

め
て
自
然
な
流
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の

反
乱
に
あ
た
っ
て
は
大
野
東
人
を
大
将
軍
、
紀
飯
麻
呂
を
副
将
軍
と
す
る
征
討
軍

が
組
織
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
〔
２
〕
）
。
ま
た
、
勅
使
と
し
て
佐
伯
常
人
、
安
倍
虫

麻
呂
の
二
名
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
〔
４
〕
）
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

勅
使
お
よ
び
大
将
軍
・
副
将
軍
飯
麻
呂
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

〔
５
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
十
月
壬
戌
（
九
日
）
条

詔
二

大
将
軍
東
人
一

、
令
レ

祈
二

請
八
幡
神
一

焉
。
」
大
将
軍
東
人
等
言
、
逆
賊

藤
原
広
嗣
率
二

衆
一
万
許
騎
一

、
到
二

板
櫃
河
一

。
広
嗣
親
自
率
二

隼
人
軍
一

為
二 

前
鋒
一

。
即
編
レ

木
為
レ

船
、
将
レ

渡
レ

河
。
于
レ

時
、
佐
伯
宿
祢
常
人
、
安
倍

朝
臣
虫
麻
呂
、
発
レ

弩
射
之
。
広
嗣
衆
却
、
到
二

於
河
西
一

。
常
人
等
率
二

軍

士
六
千
余
人
一

、
陳
二

于
河
東
一

。
即
令
二

隼
人
等
呼
一

云
、
随
二

逆
人
広
嗣
一

、

拒
二

捍
官
軍
一

者
、
非
三

直
滅
二

其
身
一

、
罪
及
二

妻
子
親
族
一

者
。
則
広
嗣
所
レ

率
隼
人
并
兵
等
、
不
二

敢
発
一
レ

箭
。
于
レ

時
、
常
人
等
呼
二

広
嗣
一

十
度
、
而

猶
不
レ

答
。
良
久
、
広
嗣
乗
レ

馬
出
来
云
、
承
二

勅
使
到
来
一

。
其
勅
使
者
為
レ

誰
。
常
人
等
答
云
、
勅
使
、
衛
門
督
佐
伯
大
夫
、
式
部
少
輔
安
倍
大
夫
。
今

在
二

此
間
一

者
。
広
嗣
云
、
而
今
知
二

勅
使
一

、
即
下
レ

馬
、
両
段
再
拝
、
申
云
、

広
嗣
、
不
三

敢
捍
二

朝
命
一

。
但
請
二

朝
庭
乱
人
二
人
一

耳
。
広
嗣
敢
捍
二

朝
廷
一 

者
、
天
神
地
祇
罰
殺
。
常
人
等
云
、
為
レ

賜
二

勅
符
一

、
喚
二

大
宰
典
已
上
一

、

何
故
発
レ

兵
押
来
。
広
嗣
不
レ

能
二

弁
答
一

。
乗
レ

馬
却
還
。
時
、
隼
人
三
人
、

直
従
二

河
中
一

泳
来
降
服
。
則
朝
庭
所
レ

遣
隼
人
等
扶
救
、
遂
得
レ

着
レ

岸
。
仍

降
服
隼
人
二
十
人
、
広
嗣
之
衆
十
許
騎
、
来
二

帰
官
軍
一

。
獲
虜
器
械
如
レ

別
。
又
降
服
隼
人
贈
唹
君
多
理
志
佐
申
云
、
逆
賊
広
嗣
謀
云
、
従
二

三
道
一

往
。

即
広
嗣
自
率
二

大
隅
、
薩
摩
、
筑
前
、
豊
後
等
国
軍
合
五
千
人
一

、
従
二

鞍
手

道
一

往
。
綱
手
率
二

筑
後
、
肥
前
等
国
軍
合
五
千
許
人
一

、
従
二

豊
後
国
一

往
。

多
胡
古
麻
呂
、
〈
不
レ

知
二

所
レ

率
軍
数
一

。
〉
従
二

田
河
道
一

往
。
但
広
嗣
之
衆
、

到
二

来
鎮
所
一

、
綱
手
多
胡
古
麻
呂
未
レ

到
。

　

〔
５
〕
に
引
か
れ
た
東
人
報
告
に
よ
れ
ば
、
広
嗣
軍
約
一
万
騎
が
板
櫃
河
に
到

達
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
広
嗣
軍
が
板
櫃
河
西
岸
に
、
勅
使
二
人
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に
率
い
ら
れ
た
政
府
軍
約
六
千
人
が
東
岸
に
分
か
れ
て
対
峙
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
嗣
と
勅
使
と
の
問
答
の
始
終
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
場
面
で
、
政
府
軍
の
中
心
が
勅
使
二
人
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
渡

河
し
よ
う
と
し
た
広
嗣
軍
を
弩
を
発
し
て
退
却
さ
せ
た
の
は
こ
の
二
人
で
あ
っ
た

し
、
ま
た
政
府
軍
の
軍
士
六
千
余
人
を
率
い
て
い
た
の
も
勅
使
常
人
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
大
将
軍
東
人
、
副
将
軍
飯
麻
呂
は
、
拠
点
で
あ
る
大

宰
府
を
抑
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
〔
３
〕
に

よ
れ
ば
、
二
十
一
日
、
二
十
二
日
と
政
府
軍
が
渡
海
し
た
あ
と
、
東
人
が
後
続
の

兵
を
率
い
て
渡
海
す
る
と
し
て
い
る
が
、
東
人
は
渡
海
後
、
大
宰
府
に
向
か
っ
た

と
推
測
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
６
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
十
一
月
戊
子
（
五
日
）
条

大
将
軍
東
人
等
言
、
以
今
月
一
日
、
於
二

肥
前
国
松
浦
郡
一

、
斬
二

広
嗣
、
綱

手
一

已
訖
。
菅
成
以
下
従
人
已
上
及
僧
二
人
者
、
禁
二

正
身
一

、
置
二

大
宰
府
一

。

其
歴
名
如
レ

別
。
（
後
略
）

　

さ
ら
に
〔
６
〕
は
、
広
嗣
・
綱
手
を
斬
首
し
た
こ
と
を
伝
え
た
大
将
軍
大
野
東

人
の
報
告
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
十
一
月
一
日
に
広
嗣
が
斬
に
処

せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
四
日
後
の
『
続
日
本
紀
』
同
月
五
日
条
に
か
け
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
東
人
が
こ
の
処
刑
に
立
ち
会
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
理
由
を
「
東
人
は
広
嗣
逮
捕
以
前
は
も
ち
ろ
ん
、
以
後
も
乱
が
完
全
に
終
息

す
る
ま
で
は
、
大
宰
府
を
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
」
と
す
る
見
方
が

あ
る
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
補
注
）
。
既
述
の
私
見
と
あ
わ
せ
考
え
れ

ば
、
大
将
軍
東
人
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
副
将
軍
飯
麻
呂
も
、
九
州
に
渡
海
し
て

以
後
、
大
宰
府
に
駐
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
乱
の
鎮
圧
後

も
、
当
面
の
間
は
こ
の
両
名
が
大
宰
帥
、
大
弐
、
少
弐
の
い
な
い
大
宰
府
機
構
の

統
轄
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の
体
制
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
続
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

〔
７
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
正
月
甲
辰
（
二
十
二
日
）
条

逆
人
広
嗣
支
党
、
且
所
二

捉
獲
一

、
死
罪
廿
六
人
、
没
官
五
人
、
流
罪
卌
七
人
、

徒
罪
卅
二
人
、
杖
罪
一
百
七
十
七
人
。
下
二

之
所
司
一

、
拠
レ

法
処
焉
。
徴
二

従
四
位
下
中
臣
朝
臣
名
代
、
外
従
五
位
下
塩
屋
連
吉
麻
呂
、
大
養
徳
宿
称
小

東
人
等
卅
四
人
於
配
処
一

。

〔
８
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
閏
三
月
乙
卯
（
五
日
）
条

天
皇
臨
レ

朝
。
授
二

従
四
位
上
大
野
朝
臣
東
人
従
三
位
、
従
五
位
下
大
井
王

正
五
位
下
、
従
四
位
下
巨
勢
朝
臣
奈
弖
麻
呂
従
四
位
上
、
正
五
位
上
藤
原
朝

臣
仲
麻
呂
、
従
五
位
上
紀
朝
臣
飯
麻
呂
並
従
四
位
下
、
正
五
位
下
佐
伯
宿
称

常
人
正
五
位
上
、
従
五
位
下
大
伴
宿
称
兄
麻
呂
、
従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
虫
麻

呂
並
正
五
位
下
、
正
六
位
上
多
治
比
真
人
犢
養
、
阿
倍
朝
臣
子
嶋
並
従
五
位

下
、
正
六
位
上
馬
史
比
奈
麻
呂
、
外
正
六
位
上
曽
乃
君
多
理
志
佐
、
外
従
七

位
上
楉
田
勝
麻
呂
、
外
正
八
位
上
額
田
部
直
広
麻
呂
並
外
従
五
位
下
一

。

　

〔
７
〕
に
よ
れ
ば
、
広
嗣
の
支
党
で
、
当
面
捕
捉
さ
れ
て
い
た
の
は
死
罪
二
十

六
人
以
下
、
杖
罪
ま
で
計
二
八
七
人
で
あ
っ
た
と
い
い
、
こ
の
日
に
刑
が
執
行
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
処
刑
が
大
宰
府
で
も
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
点

で
は
そ
の
処
刑
に
立
ち
会
う
た
め
、
大
将
軍
東
人
・
副
将
軍
飯
麻
呂
は
大
宰
府
に

留
ま
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
〔
８
〕
で
は
、
冒
頭
に
乱
鎮
圧

の
大
将
軍
で
あ
っ
た
大
野
東
人
へ
の
叙
位
が
あ
り
、
さ
ら
に
副
将
軍
紀
飯
麻
呂
、

勅
使
佐
伯
常
人
・
阿
倍
虫
麻
呂
な
ど
の
名
も
み
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
日

の
叙
位
は
、
広
嗣
の
乱
に
お
け
る
戦
功
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、

こ
の
時
ま
で
に
は
、
東
人
や
飯
麻
呂
は
帰
京
し
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
既
述
の
よ
う
に
現
存
す
る
史
料
か
ら
は
、
広
嗣
の
乱
鎮
圧
後
に
大
宰
府
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機
構
を
統
轄
す
べ
き
大
宰
帥
、
あ
る
い
は
大
弐
、
少
弐
が
任
じ
ら
れ
た
形
跡
は
み

ら
れ
な
い
。
大
宰
府
の
廃
止
は
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
正
月
五
日
条
に
か
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
（
後
掲
〔
９
〕
）
、
上
記
の
推
測
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
東
人
・

飯
麻
呂
の
帰
京
後
、
大
宰
府
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
ら
れ
た
の
か
が
問

題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
後
掲
〔
９
〕
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
時
、
そ

の
廃
府
の
官
物
が
筑
前
国
司
に
付
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
わ
た
く

し
は
、
東
人
・
飯
麻
呂
が
帰
京
し
た
時
点
で
、
大
宰
府
機
構
の
統
轄
は
、
す
で
に

筑
前
国
司
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
大

宰
府
廃
止
に
向
け
た
次
の
段
階
と
み
る
の
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
民
部
省
上
に
よ

れ
ば
、
筑
前
国
は
上
国
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
養
老
官
位
令
に
よ
れ
ば
、
そ
の
守

は
従
五
位
上
相
当
で
あ
る
。
一
方
、
大
宰
大
監
は
正
六
位
下
相
当
、
以
下
少
監
が

従
六
位
上
、
大
典
が
正
七
位
上
、
少
典
が
正
八
位
上
相
当
で
あ
る
。
ま
た
大
宰
府

機
構
に
属
す
る
品
官
で
最
も
相
当
官
位
が
高
い
の
は
大
宰
大
判
事
で
従
六
位
下
で

あ
る
か
ら
、
相
当
位
階
の
上
下
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
筑
前
守
に
よ
る
大
宰
大
監

以
下
の
統
率
お
よ
び
大
宰
府
機
構
の
統
轄
は
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
大
宰
府
廃
止
か
ら
筑
紫
鎮
西
府
設
置
ま
で

〔
９
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
正
月
辛
亥
（
五
日
）
条

廃
二

大
宰
府
一

。
遣
二

右
大
弁
従
四
位
下
紀
朝
臣
飯
麻
呂
等
四
人
一

、
以
二

廃
府

官
物
一

付
二

筑
前
国
司
一

。

　

〔
９
〕
に
よ
る
と
、
大
宰
府
が
廃
せ
ら
れ
た
時
、
紀
飯
麻
呂
ら
四
人
が
派
遣
さ
れ
、

「
廃
府
官
物
」
が
筑
前
国
司
に
付
さ
れ
た
、
と
み
え
る
。
こ
の
大
宰
府
廃
止
か
ら

筑
紫
鎮
西
府
設
置
ま
で
の
時
期
を
第
Ⅱ
期
と
す
る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
紀
飯
麻
呂
で
あ
ろ
う
。
〔
９
〕
に
は
大
宰
府
廃
止
に
あ
た
っ

て
四
人
が
派
遣
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
の
は
飯
麻
呂
の
み
で
あ

り
、
飯
麻
呂
が
廃
止
に
か
か
る
残
務
処
理
な
ど
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
広
嗣
の
乱
征
討
軍
の
副
将
軍
で
あ

り
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
乱
終
結
後
も
留
ま
っ
て
、
大
宰
府
機
構
の
統
轄
に
あ
た
っ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
大
宰
府
が
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
兼
帯
と
さ
れ
て
い
た
筑
前

国
お
よ
び
そ
の
他
の
西
海
道
諸
国
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
加
え
て
冒
頭
に
述
べ
た
大
宰
府
が
有
し
て
い
た
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
、

ま
た
管
内
支
配
機
能
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
こ
の
Ⅱ
期
に

お
け
る
そ
れ
ら
の
動
向
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
　
対
外
的
機
能

　

ま
ず
、
大
宰
府
廃
止
以
降
に
お
け
る
対
外
的
機
能
の
動
向
を
み
て
お
き
た
い
。

大
宰
府
廃
止
か
ら
鎮
西
府
設
置
ま
で
の
間
に
は
、
二
度
の
新
羅
使
の
来
航
が
み
え

る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
期
に
お
け
る
大
宰
府
の

対
外
的
機
能
の
変
化
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
10
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
二
月
戊
寅
（
三
日
）
条

（
前
略
）
大
宰
府
言
、
新
羅
使
沙
飡
金
欽
英
等
一
百
八
十
七
人
来
朝
。

〔
11
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
二
月
庚
辰
（
五
日
）
条

詔
、
以
二

新
京
草
創
一

、
宮
室
未
レ

成
。
便
令
三

右
大
弁
紀
朝
臣
飯
麻
呂
等
饗
二

金
欽
英
等
於
大
宰
一

。
自
レ

彼
放
還
。
（
後
略
）

　

〔
10
〕
に
よ
れ
ば
、
新
羅
使
金
欽
英
ら
の
来
航
を
大
宰
府
が
言
上
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
大
宰
府
」
と
あ
る
が
、
〔
９
〕
に
よ
り
、
す
で
に

大
宰
府
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
筑
前
国
」
の
誤
り
と
み
る
説

が
あ
る
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
脚
注
）
。
実
際
、
翌
天
平
十
五
年
の
新
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羅
使
金
序
貞
来
航
は
、
筑
前
国
司
に
よ
っ
て
中
央
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
私
見
で
は
、
後
に
考
証
す
る
よ
う
に
、
〔
10
〕
に
つ
い
て
い
え
ば
、
底
本

の
ま
ま
「
大
宰
府
」
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
十
四
年
正
月
、

大
宰
府
の
廃
止
は
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
月
の
段
階
で
は
、
そ
の
残
務
整
理
な

ど
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
い
ま
だ
大
宰
府
は
廃
止
さ
れ
ず
存
続
し
て
い
た
と

推
測
す
る

（
８
（

。

　

さ
て
、
こ
の
新
羅
使
金
欽
英
ら
に
つ
い
て
、〔
11
〕
に
よ
る
と
、
新
京
（
恭
仁
京
）

草
創
に
よ
る
宮
室
未
成
と
い
う
理
由
で
入
京
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
、
大
宰
府
に
お

い
て
饗
応
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
帰
国
さ
せ
た
、
と
み
え
る
。
こ
の
饗
応
は
、
養
老

職
員
令
69
大
宰
府
条
に
「
饗
讌
」
と
み
え
て
、
大
宰
府
固
有
の
職
掌
で
あ
っ
た
。

既
述
の
よ
う
に
こ
の
時
、
ま
だ
大
宰
府
は
存
続
し
て
い
た
が
、
私
見
で
は
大
宰
府

の
「
饗
讌
」
と
い
う
職
掌
は
、
「
日
本
側
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
中
央
に
お

い
て
入
京
を
許
可
し
て
の
外
交
儀
礼
が
行
え
な
い
場
合
に
、
専
使
を
派
遣
し
て
大

宰
府
に
お
い
て
行
わ
れ
る
饗
宴
で
あ
り
、
こ
れ
を
法
制
上
に
示
し
た
も
の
」
（
［
太

宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
五
］
）
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
金
欽

英
ら
の
場
合
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
宮
室
未
成
と
い
う
日
本
側
の
事
情
で
入
京
さ
せ

ず
に
、
大
宰
府
廃
止
に
と
も
な
う
残
務
処
理
な
ど
を
行
う
た
め
現
地
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
紀
飯
麻
呂
を
、
便
宜
的
に
勅
使
と
し
て
饗
応
を
行
わ
せ
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〔
12
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
三
月
乙
巳
（
六
日
）
条

筑
前
国
司
言
、
新
羅
使
薩
飡
金
序
貞
等
来
朝
。
於
レ

是
、
遣
二

従
五
位
下
多

治
比
真
人
土
作
、
外
従
五
位
下
葛
井
連
広
成
於
筑
前
一

、
検
二

校
供
客
之
事
一

。

〔
13
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
四
月
甲
午
（
二
十
五
日
）
条

検
校
新
羅
客
使
多
治
比
真
人
土
作
等
言
、
新
羅
使
、
調
改
偁
二

土
毛
一

、
書

直
注
二

物
数
一

。
稽
二

之
旧
例
一

、
大
失
二

常
礼
一

。
太
政
官
処
分
、
宜
下

召
二

水

手
已
上
一

、
告
以
二

失
礼
之
状
一

、
便
即
放
却
上

。

　

天
平
十
五
年
三
月
、
新
羅
使
金
序
貞
ら
が
来
航
し
た
。
既
述
の
よ
う
に
大
宰
府

が
廃
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
〔
12
〕
に
よ
れ
ば
、
筑
前
国
司
が
そ
の
報
告
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
と
き
、
中
央
政
府
は
多
治
比
土
作
ら
を
派
遣
し
て
、
「
供
客
の
事

を
検
校
」
さ
せ
た
と
い
う
。
金
欽
英
ら
来
航
の
折
に
饗
応
に
あ
た
っ
た
紀
飯
麻
呂

は
、
天
平
十
四
年
八
月
、
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
宮
に
行
幸
し
た
際
、
恭
仁
京
の
留

守
官
を
務
め
た
こ
と
が
み
え
る
の
で

（
９
（

、
す
で
に
帰
京
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
月

に
は
、
こ
の
「
検
校
新
羅
客
使
」
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
新
羅

使
が
「
大
い
に
常
礼
を
失
す
」
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
大
宰
府
に
お
け
る
饗
応
を

行
う
こ
と
も
な
く
放
却
す
る
、
と
い
う
処
分
を
下
し
た
の
で
あ
る
（
〔
13
〕
）
。
私

見
で
は
、
こ
こ
に
み
え
る
「
検
校
新
羅
客
使
」
は
、
現
地
に
お
い
て
大
宰
府
の
対

外
的
機
能
を
代
行
す
る
た
め
に
、
中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る

（
［
太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
五
］
）
。
と
す
れ
ば
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ

た
後
、
そ
の
対
外
的
機
能
は
現
地
に
お
け
る
筑
前
国
と
い
っ
た
既
存
の
機
構
、
人

員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
　
管
内
支
配
機
能

　

次
に
、
管
内
支
配
機
能
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
大
宰
府
の
管
内

支
配
を
考
え
る
指
標
と
し
て
財
政
、
人
事
、
公
文
勘
会
の
あ
り
方
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
が
大
宰
府
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
財
政
面
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
大
宰
府
が
存
在
し
て
い
た
時
、
本
来
中
央
に
貢
進
さ
れ
る
べ
き

調
庸
は
、
大
宰
府
管
内
諸
国
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
大
宰
府
に
貢
進
さ
れ
て
、
そ
の
一

部
が
京
進
さ
れ
た
ほ
か
は
、
府
用
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ

う
し
た
関
係
は
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
旦
消
滅
し
た
と
み
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
調
庸
の
貢
進
に
つ
い
て
い
え

ば
、
管
内
諸
国
も
直
接
、
中
央
政
府
と
相
対
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま
一
度
、
前
掲
〔
９
〕
に
た
ち
か
え
っ
て
み
る
と
、
大
宰
府
が

廃
止
さ
れ
た
時
、
紀
飯
麻
呂
ら
四
人
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
、「
廃
府
官
物
」
が
筑

前
国
司
に
付
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
「
廃
府
官
物
」
の
う
ち
に
は
、
大
宰
府
管
内

諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
る
調
庸
物
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
そ
の
調
庸
物
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
三
月
ま
で
に
、
大
将
軍
東
人
、

副
将
軍
飯
麻
呂
が
帰
京
、
大
宰
府
の
統
括
が
筑
前
国
司
に
委
ね
ら
れ
た
と
憶
測
し
て

み
た
。
と
す
れ
ば
、
天
平
十
三
年
分
の
調
庸
物
は
、
筑
前
国
司
と
残
さ
れ
た
大
宰
府

機
構
の
官
人
ら
に
よ
っ
て
、
大
宰
府
に
集
積
さ
れ
た
と
推
測
で
き
、
こ
れ
が
大
宰
府

運
営
の
財
源
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
天
平
十
四
年
分
の
調
庸
物
は
、
そ
の

大
宰
府
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
京
進
さ
れ
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

宰
府
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
筑
前
国
が
担
う
大
宰
府
の
管
内
支
配
機
能
は
、
財
政
面
に

つ
い
て
い
え
ば
、
ま
さ
に
「
官
物
の
保
管
と
そ
れ
に
関
わ
る
事
務
処
理
程
度
」（［
松

川
博
一
二
〇
一
九
］）
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
管
内
支
配
機
能
に
つ
い
て
は
、
次
掲
〔
14
〕
を
検
討
す
る
。

〔
14
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
八
月
丁
酉
（
二
十
五
日
）
条

制
、
（
１
）
大
隅
、
薩
摩
、
壱
伎
、
対
馬
、
多
褹
等
国
官
人
禄
者
、
令
下

筑

前
国
司
以
二

廃
府
物
一

給
上

。
（
２
）
公
廨
又
以
二

便
国
稲
一

依
レ

常
給
之
。
（
３
）

其
三
島
擬
郡
司
并
成
選
人
等
、
身
留
二

当
島
一

、
名
附
二

筑
前
国
一

申
上
。
（
４
）

仕
丁
国
別
点
二

三
人
一

、
皆
悉
進
レ

京
。

　

〔
14
〕
は
、
大
宰
府
が
廃
さ
れ
て
い
た
時
期
に
お
け
る
管
内
の
動
向
を
伝
え
る

数
少
な
い
史
料
で
あ
り
、
大
宰
府
廃
止
に
よ
る
変
更
点
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
こ
の
制
に
お
い
て
、
特
に
大
隅
・
薩
摩
・
壱
伎
・
対
馬
・
多
褹
が
お
も
な
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
二
国
三
島
が
財
政
的
に
も
、
ま
た
人
事
面
に
お
い

て
も
、
大
宰
府
の
存
在
を
前
提
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い

だ
ろ
う
（［
平
野
邦
雄
一
九
六
九
］、［
坂
上
康
俊
一
九
九
六
］）。
史
料
中
に
適
宜
番

号
を
付
し
た
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
四
点
に
整
理
さ
れ
る
。

　

（
１
） 

大
隅
・
薩
摩
・
壱
伎
・
対
馬
・
多
褹
等
の
官
人
の
禄
は
、
筑
前
国
司
に

廃
府
物
か
ら
支
給
さ
せ
る
。

　

（
２
）
公
廨
は
便
国
の
稲
を
も
っ
て
、
通
常
通
り
支
給
す
る
。

　

（
３
） 

三
島
擬
郡
司
・
成
選
人
は
、
そ
の
身
は
当
島
に
留
め
、
歴
名
（
名
簿
）

を
筑
前
国
か
ら
中
央
に
申
上
さ
せ
る
。

　

（
４
） 

仕
丁
は
、
国
別
三
人
を
点
定
し
て
す
べ
て
京
に
進
め
さ
せ
る
。

　

ま
ず
、
（
１
）
に
み
え
る
禄
と
は
、
禄
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
季
禄
で
あ
ろ
う
。

〔
15
〕
養
老
禄
令
１
給
季
禄
条

凡
在
京
文
武
職
事
、
及
大
宰
、
壱
伎
、
対
馬
、
皆
依
二

官
位
一

給
レ

禄
。
自
二

八
月
一

至
二

正
月
一

、
上
日
一
百
二
十
日
以
上
者
、
給
二

春
夏
禄
一

、
正
従
一
位
、

絁
三
十
疋
、
綿
三
十
屯
、
布
一
百
端
、
鍬
一
百
四
十
口
、
（
正
従
二
位
〜
少

初
位
の
禄
、
中
略
）
〈
家
令
降
二

一
級
一

。
唯
文
学
不
レ

在
二

降
限
一

。
秋
冬
亦

如
レ

之
。
〉

〔
16
〕
養
老
禄
令
２
季
禄
条

凡
禄
、
春
夏
二
季
、
二
月
上
旬
給
。
〈
以
二

糸
一
絇
一

、
代
二

綿
一
屯
一

。
〉
秋

冬
二
季
、
八
月
上
旬
給
。
〈
以
二

鉄
二
廷
一

、
代
二

鍬
五
口
一

。
〉

　

〔
15
〕
に
よ
れ
ば
、
季
禄
は
在
京
の
文
武
の
職
事
官
以
外
に
、
大
宰
府
官
人

お
よ
び
壱
伎
・
対
馬
島
司
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

〔
16
〕
に
よ
れ
ば
、
秋
冬
二
季
の
季
禄
は
八
月
上
旬
に
支
給
さ
れ
る
か
ら
、
お
そ

ら
く
（
１
）
は
、
秋
冬
の
季
禄
支
給
に
あ
た
っ
て
出
さ
れ
た
指
示
で
あ
ろ
う
。

　

翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
大
宰
府
の
廃
止
は
天
平
十
四
年
正
月
五
日
条
に
か
け

て
記
録
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
〔
９
〕
）
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
ま
で
大
宰
府
は
、
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筑
前
国
が
こ
れ
を
兼
務
す
る
と
い
う
形
で
存
続
し
て
い
た
と
推
測
し
た
。
も
し
、

こ
の
正
月
の
時
点
で
大
宰
府
の
機
能
が
停
止
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
二
月
に
支

給
さ
れ
る
春
夏
の
季
禄
に
つ
い
て
も
、
廃
府
官
物
か
ら
の
支
給
指
示
が
出
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
二
月
の
段
階
で

は
、
大
宰
府
に
お
い
て
廃
止
に
向
け
た
残
務
整
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
だ
存
続

し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
み
る
よ
う
に

八
月
の
秋
冬
の
季
禄
か
ら
、
廃
府
官
物
に
よ
る
支
給
指
示
が
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

年
の
二
月
三
日
条
に
か
け
ら
れ
た
新
羅
使
金
欽
英
ら
の
来
航
報
告
（
前
掲
〔
10
〕
）

を
大
宰
府
が
行
っ
た
と
し
て
も
齟
齬
は
な
く
、
「
筑
前
国
司
」
の
誤
り
と
み
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る

（
33
（

。

さ
て
、
季
禄
の
支
給
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
み
え
る
。

〔
17
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
四
（
七
三
二
）
年
五
月
乙
丑
（
二
十
四
日
）
条

対
馬
島
司
、
例
給
二

年
粮
一

、
秩
満
之
日
、
頓
停
二

常
粮
一

。
比
レ

還
二

本
貫
一

、

食
粮
交
絶
。
又
薩
摩
国
司
。
停
二

止
季
禄
一

、
衣
服
乏
少
。
並
依
レ

請
給
レ

之
。

　

〔
17
〕
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
国
司
が
季
禄
を
停
止
さ
れ
て
「
衣
服
乏
少
」
と
な
っ

た
の
で
、
そ
の
支
給
を
再
開
し
た
と
あ
る
か
ら
、
〔
16
〕
に
定
め
ら
れ
た
大
宰
府

官
人
、
壱
岐
・
対
馬
島
司
だ
け
で
は
な
く
、
薩
摩
国
司
に
も
天
平
四
年
以
前
の
あ

る
時
期
か
ら
季
禄
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
大
宰
府

が
廃
さ
れ
た
時
点
で
は
、
さ
ら
に
大
隅
、
多
褹
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
二
国
三
島
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
［
永
山
修
一
二
〇
〇
九
］
）
。
そ

し
て
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
二
国
三
島
の
禄
を
、
筑
前
国
司
に

「
廃
府
物
」
を
も
っ
て
支
給
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
廃
府

物
」
が
、〔
９
〕
に
み
え
る
「
廃
府
官
物
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

二
国
三
島
の
禄
は
、
大
宰
府
が
存
在
し
て
い
た
時
期
に
は
、
そ
の
官
物
か
ら
支
給

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
財
源
は
、
二
国
三
島
、
お
よ
び
日
向
国

を
除
く
、
筑
前
・
筑
後
、
肥
前
・
肥
後
、
豊
前
・
豊
後
の
い
わ
ゆ
る
三
前
・
三
後

六
国
か
ら
大
宰
府
に
貢
進
さ
れ
る
調
庸
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
［
坂
上

康
俊
一
九
九
六
］
）
。

　

つ
い
で
（
２
）
を
検
討
す
る
。
こ
こ
は
公
廨
の
支
給
方
法
を
示
し
た
部
分
で
あ

る
が
、
前
項
（
１
）
と
同
じ
く
、
大
隅
以
下
の
二
国
三
島
に
関
わ
る
も
の
と
解
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
み
え
る
「
公
廨
」
と
は
、
渡
辺
晃
宏
氏
が
説
く

よ
う
に
、
公
廨
田
の
穫
稲
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
（
［
渡
辺

二
〇
〇
三
］
）（

33
（

。
つ
ま
り
、
二
国
三
島
の
公
廨
田
穫
稲
分
に
あ
た
る
稲
穀
を
「
便
国
」

か
ら
支
給
せ
よ
、
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
財
源
に
は
、
お
そ
ら
く
大
宰

府
が
存
在
し
た
時
期
に
は
、
三
前
・
三
後
の
六
国
か
ら
大
宰
府
に
納
め
ら
れ
て
い

た
公
田
地
子
が
充
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
大
宰
府
の
廃
止

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
「
便
国
」
、
す
な
わ
ち
便
宜
あ
る
国
か
ら
直
接
支
給
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
一
九
九
〇
］
脚
注
）
。

　

次
に
（
３
）
を
検
討
す
る
。
こ
こ
は
、
三
島
、
す
な
わ
ち
壱
伎
・
対
馬
・
多
褹

島
に
お
け
る
擬
郡
司
・
成
選
人
の
取
扱
い
を
示
し
た
部
分
で
、
大
宰
府
の
管
内
支

配
機
能
の
う
ち
で
い
え
ば
、
人
事
面
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
18
〕
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年
三
月
丁
酉
（
三
十
日
）
条

聴
三

大
宰
府
専
銓
二

擬
所
部
国
掾
已
下
及
郡
司
等
一

。

　

〔
18
〕
に
よ
れ
ば
「
所
部
国
」
、
す
な
わ
ち
西
海
道
諸
国
の
国
掾
以
下
、
お
よ
び

郡
司
の
銓
擬
が
大
宰
府
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
式
部
省
が
関

わ
る
銓
擬
が
大
宰
府
に
委
譲
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
「
令
規
の
大
幅
な
修
正
」
と

い
え
る
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
八
九
］
補
注
）
。
〔
18
〕
で
は
、
国
掾
以
下
、

す
な
わ
ち
国
掾
・
目
・
史
生
、
お
よ
び
郡
司
、
す
な
わ
ち
郡
大
領
・
少
領
・
主
政
・

主
帳
が
大
宰
府
銓
擬
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
（
３
）
に
み
え
る
郡
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司
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

郡
司
の
任
用
は
、
早
川
庄
八
氏
の
研
究
（
［
早
川
一
九
八
六
］
）
に
よ
る
と
、
以

下
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
郡
司
の
大
領
・
少

領
は
、
養
老
選
叙
令
３
任
官
条
に
よ
れ
ば
奏
任
官
で
あ
り
、
そ
の
任
用
に
あ
た
っ

て
は
、
国
司
の
銓
擬
（
国
擬
）
を
経
て
候
補
と
な
っ
た
者
を
式
部
省
に
出
頭
さ
せ
、

「
試
練
」
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
郡
司
の
主
政
・
主
帳
に
つ
い
て
は
、
同
条
で
判

任
官
と
さ
れ
て
い
る
。
判
任
官
と
は
、
本
来
は
太
政
官
の
銓
擬
に
よ
っ
て
任
用
さ

れ
る
官
職
の
こ
と
だ
が
、
大
宝
律
令
施
行
当
初
は
国
司
が
任
用
し
た
後
、
太
政
官

に
「
名
帳
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
任
官
が
認
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
和
銅
五

（
七
一
二
）
年
、
主
政
・
主
帳
も
式
部
省
に
よ
る
「
試
練
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
33
（

。
つ
ま
り
、〔
14
〕
の
天
平
十
四
（
七
四
三
）
年
段
階
で
は
、
郡
司
に
つ
い
て
は
、

大
領
・
少
領
、
主
政
・
主
帳
い
ず
れ
に
も
式
部
省
に
よ
る
「
試
練
」

（
3（
（

が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
〔
18
〕
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
銓
擬
が
す
べ
て
大
宰

府
に
委
譲
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
通
例
で
は
郡
司
の
大
領
・
少
領
は
、
「
国
司
の
銓
擬
（
国
擬
）
→

任
用
候
補
者
の
式
部
省
へ
の
出
頭
・
試
練
・
銓
擬
→
太
政
官
へ
の
申
上
・
天
皇
へ

の
奏
上
→
天
皇
の
裁
可
」
と
い
う
過
程
を
経
て
任
用
さ
れ
て
い
た
が
、
大
宰
府
管

内
諸
国
の
場
合
は
、
こ
れ
が
「
国
司
の
銓
擬
（
国
擬
）
→
任
用
候
補
者
の
大
宰
府

へ
の
出
頭
・
試
練
・
銓
擬
→
式
部
省
へ
の
申
送
→
太
政
官
へ
の
申
上
・
天
皇
へ
の

奏
上
→
天
皇
の
裁
可
」
と
い
う
過
程
で
任
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
主
政
・

主
帳
に
つ
い
て
は
、
天
平
十
四
年
段
階
で
は
「
国
司
の
銓
擬
→
任
用
候
補
者
の
式

部
省
へ
の
出
頭
・
試
練
・
銓
擬
→
太
政
官
へ
の
申
上
」
の
過
程
を
経
て
任
用
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
大
宰
府
管
内
諸
国
の
場
合
は
、
「
国
司
の
銓
擬
（
国
擬
）

→
任
用
候
補
者
の
大
宰
府
へ
の
出
頭
・
試
練
・
銓
擬
→
式
部
省
へ
の
申
送
→
太
政

官
へ
の
申
上
」
を
経
て
任
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
西
海
道
の
九
国
に
つ
い
て
は
、
他
道

の
諸
国
と
同
様
、
国
擬
を
経
た
任
用
候
補
者
は
式
部
省
に
出
頭
し
試
練
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
（
３
）
に
よ
る
と
、
三
島
の
擬
郡
司
に

つ
い
て
は
、
本
人
を
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
留
め
た
ま
ま
で
、
筑
前
国
司
に
そ
の
名
簿

の
み
を
中
央
に
申
上
さ
せ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
宰
府
の
廃
止

に
よ
っ
て
、
当
然
、
他
道
の
諸
国
、
お
よ
び
西
海
道
の
九
国
と
同
様
、
式
部
省
へ

の
出
頭
・
試
練
が
課
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
三
島
に
限
っ
て
、
特
例
と

し
て
免
除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
官
人
の
毎
年
の
勤
務
評
定
を
「
考
」

と
い
い
、
こ
れ
を
一
定
年
数
綜
合
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
位
を
叙
す
る
こ
と
を

「
選
」
と
い
う
。
「
成
選
人
」
と
は
、
毎
年
の
勤
務
評
定
が
所
定
の
考
数
に
達
し
た

官
人
の
こ
と
で
あ
り
（
［
野
村
忠
夫
一
九
六
七
］
）
、
（
３
）
で
は
三
島
の
成
選
人
に

つ
い
て
も
擬
郡
司
と
同
様
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
こ
の
三
島
が
対
外
的
、

ま
た
は
軍
事
的
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
、
三
島

の
官
人
が
不
在
と
な
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
な
く
そ
う
と
い
う
意
図
に
よ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
壱
岐
・
対
馬
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
坂

上
康
俊
氏
が
「
大
宰
府
の
運
営
と
い
う
も
の
は
、
特
に
軍
事
的
・
財
政
的
な
面
に

顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
、
対
馬
─
壱
岐
─
大
宰
府
と
い
う
防
衛
及
び
交
通
の
ラ
イ

ン
を
押
さ
え
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
（
［
坂

上
康
俊
一
九
九
六
］
）
、
ま
た
春
名
宏
昭
氏
も
既
述
し
た
養
老
禄
令
１
季
禄
条
（
前

掲
〔
15
〕
）
に
お
い
て
、
例
外
的
に
大
宰
府
官
、
壱
岐
・
対
馬
の
島
司
に
も
支
給

さ
れ
た
こ
と
を
外
交
と
い
う
特
殊
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
の
優
遇
措
置
と
考

え
、
さ
ら
に
「
外
交
関
係
の
破
綻
は
即
軍
事
的
緊
張
に
繋
が
る
」
と
し
て
、
軍
事

面
に
お
け
る
役
割
も
考
慮
す
る
こ
と
（
［
春
名
宏
昭
一
九
九
七
ｂ
］
）
に
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
多
褹
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
目
的
と
し
て
遣
唐
使

の
入
唐
航
路
の
確
保
、
ま
た
隼
人
支
配
の
た
め
の
軍
事
拠
点
を
あ
げ
る
説
が
あ
っ
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て
（
［
永
山
修
一
一
九
九
二
］
、
［
中
村
明
蔵
一
九
九
三
］
）
、
こ
こ
か
ら
は
や
は
り
、

多
褹
の
対
外
的
、
軍
事
的
な
重
要
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
32
（

。

　

最
後
に
（
４
）
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
仕
丁
の
扱
い
に
つ

い
て
で
あ
る
。
（
２
）
が
対
象
を
明
記
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
、（
１
）

を
承
け
て
大
隅
以
下
二
国
三
島
に
関
す
る
規
定
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様

に
（
４
）
も
（
３
）
を
承
け
て
、
三
島
に
関
す
る
規
定
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。

実
際
、
彌
永
貞
三
氏
は
、
三
島
の
仕
丁
に
関
す
る
も
の
と
み
て
い
る
（
［
彌
永
一

九
八
〇
］
）
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
大
宰
府
管
内
諸
国
の
仕
丁
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

さ
て
、
大
宰
府
管
内
諸
国
の
仕
丁
に
つ
い
て
は
、
次
掲
〔
19
〕
が
参
照
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
19
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
八
（
七
三
六
）
年
五
月
丙
申
（
十
七
日
）
条

先
レ

是
、
有
レ

勅
、
諸
国
司
等
、
除
二

公
廨
田
、
事
力
、
借
貸
一

之
外
。
不
レ

得
二 

運
送
一

者
。
大
宰
管
内
諸
国
、
已
蒙
二

処
分
一

訖
。
但
府
官
人
者
、
任
在
二

辺
要
一

、

禄
二

同
京
官
一

。
因
レ

此
、
別
給
二

仕
丁
、
公
廨
稲
一

。
亦
漕
送
之
物
、
色
数
立
レ 

限
。
又
一
任
之
内
、
不
レ

得
レ

交
二

関
所
部
一

。
但
買
二

衣
食
一

者
聴
之
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
官
人
は
任
地
が
辺
要
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の

禄
が
京
官
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
特
別
給
付
と
し
て
公
廨
稲
と
仕
丁
が

支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〔
20
〕
『
延
喜
式
』
民
部
省
下

凡
大
宰
府
充
二

仕
丁
一

者
。
帥
卅
人
。
大
弐
廿
人
。
少
弐
十
二
人
。
大
小
監

各
八
人
。
主
神
。
主
工
。
大
小
典
。
博
士
。
明
法
博
士
。
主
厨
各
六
人
。
音

博
士
。
陰
陽
師
。
医
師
。
算
師
。
主
船
各
五
人
。
大
唐
通
事
四
人
。
史
生
。

新
羅
訳
語
。
弩
師
。
傔
仗
各
三
人
。
（
後
略
）

　

〔
20
〕
は
大
宰
府
官
人
に
支
給
さ
れ
る
仕
丁
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
後
略
部
分
に
は
、
所
司
等
に
充
当
さ
れ
る
仕
丁
数
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
配
分
で
、
仕
丁
が
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大

宰
府
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
仕
丁
の
大
宰
府
官
人
、
ま
た
所
司
等
へ
の
支
給

は
不
要
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
（
４
）
の
規
定
を
考
え
て
み
る
と
、

こ
れ
は
三
島
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
管
内
九
国
三
島
か
ら
の
大
宰
府
へ

の
仕
丁
貢
進
が
停
止
さ
れ
た
代
わ
り
と
し
て
、
国
別
に
三
人
を
京
進
さ
せ
る
よ
う

定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ

の
仕
丁
京
進
が
、
養
老
賦
役
令
38
仕
丁
条
の
五
十
戸
ご
と
に
二
人
と
い
う
規
定
か

ら
み
れ
ば
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
（
［
青
木
和
夫
ほ
か
一
九
九
九
］

脚
注
参
照
）
、
こ
の
こ
と
は
大
宰
府
管
内
諸
国
が
僻
遠
の
地
で
あ
る
こ
と
に
起
因

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
　
軍
事
的
機
能

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
宰
府
が
果
た
し
た
機
能
と
し
て
は
上
記
の
ほ
か
に

も
う
ひ
と
つ
、
軍
事
的
機
能
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
宰
府
廃
止
の
期
間

に
、
こ
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
直
接
示
す
史
料
を
見
い
だ
す
こ
と

は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
後
に
設
置
さ
れ
た
筑
紫
鎮
西
府
は
、
そ
の
官
司
名
か

ら
も
、
ま
た
そ
の
職
名
が
将
軍
・
副
将
軍
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
先
学
に
よ
っ
て

大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
を
引
き
継
い
だ
官
司
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
［
倉

住
靖
彦
一
九
八
五
］
）
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
宰
府
本
来
の
軍
事
的

機
能
の
内
容
も
含
め
て
、
次
章
に
お
い
て
ま
と
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
章
　
筑
紫
鎮
西
府
の
時
代

　

本
章
で
は
、
筑
紫
鎮
西
府
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
大
宰
府
が
復
置
さ
れ
る
ま
で
の
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時
期
を
「
筑
紫
鎮
西
府
の
時
代
」
と
し
て
検
討
す
る
。
既
述
し
た
第
Ⅲ
期
に
あ
た
る
。

〔
21
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
十
二
月
辛
卯
（
二
十
六
日
）
条

始
置
二

筑
紫
鎮
西
府
一

。
以
二

従
四
位
下
石
川
朝
臣
加
美
一

為
二

将
軍
一

。
外
従

五
位
下
大
伴
宿
祢
百
世
為
二

副
将
軍
一

。
判
官
二
人
、
主
典
二
人
。
（
後
略
）

〔
22
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
（
七
四
四
）
年
正
月
戊
午
（
二
十
三
日
）
条

　
　
　
　
　
　

（
准
従
四
位
官
、
副
将
軍
脱
ヵ
）

太
政
官
奏
、
鎮
西
府
将
軍
・
准
二

従
五
位
官
一

、
判
官
准
二

従
六
位
官
一

、
主

典
准
二

従
七
位
官
一

。
倍
二

給
二
季
禄
及
月
料
一

。
並
留
二

応
レ

入
レ

京
調
庸
物
一

、

相
折
通
融
、
隨
二

時
便
一

給
。
又
特
賜
二

公
廨
田
一

、
将
軍
十
町
、
副
将
八
町
、

判
官
六
町
、
主
典
四
町
。
奏
可
之
。

〔
23
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
（
七
四
四
）
年
正
月
辛
酉
（
二
十
六
日
）
条

給
二

鎮
西
府
印
一
面
一

。

〔
24
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
（
七
四
四
）
年
九
月
己
丑
（
三
十
日
）
条

（
前
略
）
給
二

鎮
西
府
駅
鈴
二
口
一

。

　

〔
21
〕
〜
〔
24
〕
が
筑
紫
鎮
西
府
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平

十
五
年
十
二
月
、
筑
紫
鎮
西
府
が
設
置
さ
れ
、
将
軍
に
石
川
加
美
、
副
将
軍
に
大

伴
百
代
が
任
命
さ
れ
た
（
〔
21
〕
）
。
同
十
七
年
六
月
に
大
宰
府
が
復
置
さ
れ
た
際
、

鎮
西
府
将
軍
石
川
加
美
が
そ
の
ま
ま
大
宰
大
弐
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
（
後
掲
〔
30
〕
）
、
大
宰
府
復
置
に
よ
っ
て
筑
紫
鎮
西
府
は
廃
さ
れ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
を
「
筑
紫
鎮
西
府
の
時
代
」
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
ま

た
同
十
六
年
正
月
に
は
将
軍
以
下
の
「
准
位
規
定
」

（
32
（

に
よ
る
処
遇
が
定
め
ら
れ
て

い
る
（
〔
22
〕
）
。
そ
の
後
、
〔
23
〕
・
〔
24
〕
に
よ
れ
ば
、
印
一
面
が
支
給
さ
れ
、
ま

た
駅
鈴
二
口
も
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
官
司
と
し
て
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、
〔
21
〕
の
筑
紫
鎮
西
府
設
置
記
事
に
は
将
軍
・
副
将
軍
・
判
官
・
主
典

と
い
う
四
等
官
の
任
命
が
あ
る
一
方
、
〔
22
〕
の
「
准
位
規
定
」
に
よ
る
処
遇
に

は
将
軍
・
判
官
・
主
典
は
み
え
る
が
副
将
軍
が
み
え
ず
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の

後
半
の
公
廨
田
支
給
に
は
将
軍
以
下
四
等
官
の
規
定
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
倉
住
靖
彦
氏
は
、
〔
22
〕
は
「
鎮
西
府
将
軍
」
の
あ
と
に
「
准
従
四
位
官
、

副
将
軍
」
の
八
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
と
想
定
し
た
［
倉
住
一
九
八
五
］
。
こ
れ

に
対
し
て
、
廣
岡
誠
児
氏
は
陸
奥
鎮
守
府
と
の
比
較
か
ら
、
〔
22
〕
の
「
鎮
西
府

将
軍
准
従
五
位
官
」
の
部
分
で
は
、
将
軍
に
副
将
軍
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
て
、

欠
落
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
将
軍
と
副
将
軍
の
差
異
は
、

公
廨
田
の
町
数
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
い
る
［
廣
岡
一
九
八
七
］
。
こ
こ
で

は
ま
ず
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

〔
25
〕
『
類
聚
三
代
格
』
巻
六　

天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
七
月
二
十
三
日
乾

政
官
奏

乾
政
官
謹
奏

　

陸
奥
国
鎮
守
府
給
二

公
廨
事
力
一

事

　

将
軍
。
〈
准
レ

守
〉　

将
監
。
〈
准
レ

掾
〉　

将
曹
。
〈
准
レ

目
〉　

若
帯
レ

国
者

不
レ

須
二

兼
給
一

右
件
府
官
人
、
離
レ

家
遠
任
。
理
須
二

矜
恤
一

。
伏
請
、
自
今
以
後
、
准
レ

件
並
給
。

臣
等
商
量
如
レ

前
。
伏
聴
二

勅
裁
一

。
謹
以
申
聞
。
謹
奏
。
奉
レ

勅
、
依
奏
。

　
　

天
平
宝
字
三
年
七
月
廿
三
日

〔
26
〕
『
弘
仁
式
』
主
税
寮

凡
国
司
処
二

分
公
廨
一

差
法
者
、
大
上
国
長
官
六
分
、
次
官
四
分
、
判
官
三
分
、

主
典
二
分
、
史
生
一
分
。
（
中
略
）
鎮
守
将
軍
准
レ

守
。
副
将
軍
准
レ

介
。
軍

監
准
レ

掾
。
軍
曹
准
レ

目
。
医
師
弩
師
准
二

史
生
一

。
若
帯
レ

国
者
、
不
レ

須
二 

両
給
一

。

〔
27
〕
『
類
聚
三
代
格
』
巻
五　

弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
四
月
二
日
太
政
官
符
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太
政
官
符

　

定
二

鎮
守
府
官
員
一

事

　
　

将
軍
一
員　

軍
監
一
員　

軍
曹
二
員

　
　

医
師
弩
師
各
一
員

右
被
二

右
大
臣
宣
一

偁
、
奉
レ

勅
、
鎮
兵
之
数
減
定
已
訖
。
其
鎮
官
員
数
、
宜
レ 

依
二

前
件
一

。

　
　

弘
仁
三
年
四
月
二
日

　

廣
岡
氏
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
〔
25
〕

は
鎮
守
府
官
人
に
対
す
る
公
廨
・
事
力
に
つ
い
て
、
陸
奥
国
官
人
に
準
じ
て
支
給

す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
将
軍
・
将
監
・
将
曹
は
み
え
る

が
、
副
将
軍
は
み
え
て
い
な
い
。

　

一
方
で
、
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
に
は
、
陸

奥
守
佐
伯
全
成
が
鎮
守
副
将
軍
を
兼
任
し
た
例
が
あ
り

（
32
（

、
ま
た
同
四
年
に
も
鎮
守

将
軍
藤
原
恵
美
朝
獦
と
と
も
に
副
将
軍
百
済
足
人
が
み
え
る
な
ど

（
32
（

、
〔
25
〕
が
出

さ
れ
た
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
〜
七
六
五
年
）
、
実
際
に
副
将
軍
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
筑
紫
鎮
西
府
の
場
合
も
、
副
将
軍
は

任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
処
遇
を
定
め
た
「
准
位
規
定
」
が
な
い
と
い
う
同
じ

よ
う
な
状
況
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
廣
岡
氏
は
、
養
老
軍
防
令
21
有

宿
嫌
条
に
み
え
る
「
将
帥
」
に
つ
い
て
、
義
解
が
「
謂
、
将
帥
者
、
副
将
軍
以
上
也
」

と
解
釈
す
る
こ
と
、
同
令
31
申
勲
簿
条
が
副
将
軍
を
戦
闘
グ
ル
ー
プ
の
指
揮
官
と

規
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
、
〔
22
〕
に
み
え
る
「
鎮
西
府
将
軍
」
に
は

副
将
軍
が
含
ま
れ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
〔
26
〕
は
国
司
の
公
廨
処
分
法
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾

に
鎮
守
府
官
人
に
関
す
る
そ
れ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、〔
25
〕
の

乾
政
官
奏
を
承
け
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
軍
・
副
将
軍
・
軍
監
・

軍
曹
と
み
え
て
、〔
25
〕
に
は
み
え
な
か
っ
た
副
将
軍
の
規
定
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、〔
25
〕
に
は
本
来
、「
副
将
軍
。〈
准
レ

介
〉」
と
い

う
部
分
が
存
在
し
た
と
み
て
、た
だ
、〔
27
〕
の
太
政
官
符
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
将
軍
・

副
将
軍
・
軍
監
二
名
・
軍
曹
二
名
で
あ
っ
た
鎮
守
府
官
人
が
将
軍
・
軍
監
一
名
・

軍
曹
二
名
と
な
り
、
副
将
軍
と
軍
監
一
名
の
減
員
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、『
弘

仁
格
』
編
さ
ん
の
際
に
、
こ
の
改
定
を
承
け
て
〔
25
〕
か
ら
副
将
軍
の
部
分
を
削

除
し
た
、
と
推
定
す
る
説
が
あ
る
（［
福
井
俊
彦
編
一
九
九
〇
］）。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、〔
25
〕
に
副
将
軍
の
規
定
が
み
え
な
い
の
は
、
本
来
、
記
載
は
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
が
の
ち
に
削
除
さ
れ
た
た
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
〔
25
〕
に

副
将
軍
規
定
が
な
い
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
筑
紫
鎮
西
府
に
お
け
る
副
将
軍
規

定
の
あ
り
方
を
説
く
廣
岡
説
は
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
鎮
守
府
と
筑
紫
鎮
西
府
と
は
ま
っ
た
く
別
の
官
司
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
る
官
司
構
成
の
論
理
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
た
く
し
は

倉
住
氏
の
憶
測
す
る
文
字
欠
落
の
可
能
性
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
倉
住
氏
説
は
原
史
料
に
欠
落
を
想
定
す
る
と
い
う
点
で
は
、
史
料
批
判

と
し
て
は
必
ず
し
も
適
切
な
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
写
本
校
訂
の
最

新
の
成
果
で
あ
る
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
に
お
い
て
も
欠
落
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
が
「
准
〜
」
「
准
〜
」
と
い
う
同
形
式
の
語

句
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
誤
写
が
起
こ
り
や
す
い
箇
所
と
も
推
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
や
は
り
欠
落
を
想
定
す
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
欠
落
の
文

字
も
〔
21
〕
か
ら
み
て
、
倉
住
氏
が
想
定
す
る
「
准
従
四
位
官
、
副
将
軍
」
で
よ

い
と
思
う
。

　

つ
い
で
、
筑
紫
鎮
西
府
の
機
構
と
そ
の
機
能
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
筑
紫

鎮
西
府
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
す
で
に
鎮
守
府
（
も

し
く
は
鎮
守
将
軍
以
下
の
官
人
）
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
職
名
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が
将
軍
で
あ
る
点
も
共
通
す
る
か
ら
、
筑
紫
鎮
西
府
と
鎮
守
府
と
を
比
較
し
つ
つ

検
討
し
て
み
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
一
方
で
、
両
者
に
お
け
る
相

違
点
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
鎮
守
府
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
拓
也
氏
の
見
解
が
あ
り

（
32
（

、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
機
構
の
変
遷
は
三
段
階
に
整
理
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

Ⅰ　

神
亀
元
（
七
二
四
）
年
〜
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
〜
七
五
六
）

Ⅱ　

天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
〜
弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
四
月
二
日

Ⅲ　

弘
仁
三
年
四
月
二
日
〜

で
あ
る
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
筑
紫
鎮
西
府
の
設
置
は
天
平
十
五
（
七
四
三
）

年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
直
接
関
連
す
る
の
は
Ⅰ
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

行
論
に
必
要
な
範
囲
で
鎮
守
府
機
構
の
変
遷
を
追
っ
て
お
き
た
い
。

Ⅰ　

神
亀
元
年
〜
天
平
勝
宝
年
間

　

陸
奥
鎮
守
将
軍
が
初
見
す
る
の
は
天
平
元
（
七
二
九
）
年
で
、
大
野
東
人
が
そ

の
任
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
32
（

。
ま
た
神
亀
二
（
七
二
五
）
年
、
前
年
の
蝦
夷

征
討
に
あ
た
っ
た
征
夷
将
軍
以
下
一
六
九
六
人
に
勲
位
が
授
け
ら
れ
て
い
る
が

（
33
（

、

そ
の
叙
勲
者
の
ひ
と
り
に
大
野
東
人
の
名
が
み
え
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
鈴
木

氏
は
「
鎮
守
将
軍
な
い
し
鎮
守
府
の
成
立
を
神
亀
元
年
頃
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が

広
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
す
る

（
33
（

。

　

こ
の
う
ち
鎮
守
府
の
成
立
に
つ
い
て
、
工
藤
雅
樹
氏
は
、

　

（
１
） 

軍
防
令
に
定
め
る
将
軍
と
は
征
討
の
時
な
ど
に
そ
の
つ
ど
任
命
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
大
野
東
人
の
鎮
守
将
軍
も
同
様
で
あ
る
こ
と

　

（
２
） 『
続
日
本
紀
』
に
載
せ
る
鎮
守
府
官
人
の
任
免
関
係
記
事
に
み
る
と
、
天

平
宝
字
年
間
以
後
は
ほ
と
ん
ど
連
続
し
て
そ
の
異
動
が
知
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、
そ
れ
以
前
で
は
任
免
関
係
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
常
置
の
府
と
し
て
の
鎮
守
府
が
天
平
以
前
か
ら
存
在
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
と
み
る
。
そ
し
て
、
前
掲
〔
25
〕
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
時
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
、
蝦
夷
と
の
軍
事
面
を
担
当
し
て
い
た
鎮
守
将
軍
の
任
務
を
明
確
に

し
、
将
軍
が
統
括
す
る
官
衙
と
し
て
の
鎮
守
府
が
創
設
さ
れ
た
の
に
と
も
な
っ
て
、

そ
の
官
人
の
処
遇
を
定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
つ
ま
り
工
藤
氏
は
、

常
置
の
官
と
し
て
の
鎮
守
府
は
、
天
平
宝
字
年
間
に
「
創
設
」
さ
れ
た
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
工
藤
氏
は
ま
た
、
令
に
規
定
さ
れ
た
官
司
の
三
等
官
の
名
称

は
判
官
で
は
な
く
、
判
官
が
用
い
ら
れ
る
の
は
巡
察
使
、
検
税
使
、
勘
解
由
使
、

鎮
撫
使
の
よ
う
な
、
臨
時
に
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
官
な
ど
で
あ
り
、
常
置
の
官
に

は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
［
工
藤
一
九
九
八
］
）
。

　

一
方
、
こ
の
見
解
を
承
け
た
鈴
木
氏
は

こ
の
時
期
の
鎮
守
府
は
、
工
藤
雅
樹
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
人
の
任

命
が
連
続
し
な
い
こ
と
、
三
・
四
等
官
の
名
称
が
臨
時
官
に
用
い
ら
れ
る
判

官
・
主
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
の
官
と
い
う
性
格
が
強
い
。
特
に
鎮
守

将
軍
は
、
大
野
東
人
が
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
四
月
二
十
一
日
ま
で
在
職

し
て
い
る
が
（
『
続
日
本
紀
』
）
、
そ
の
後
に
陸
奥
守
と
な
っ
た
百
済
王
敬
福

に
は
鎮
守
将
軍
を
兼
任
し
て
い
た
形
跡
が
な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
不
在
の

ま
ま
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

と
述
べ
る
が
、
鎮
守
府
は
鎮
兵
制
と
と
も
に
神
亀
元
年
頃
に
成
立
し
た
と
み
て
お

り
、
わ
た
く
し
も
こ
の
鈴
木
説
に
従
い
た
い
。
ま
た
鈴
木
氏
が
こ
の
時
期
の
鎮
守

府
機
構
に
つ
い
て
、
将
軍
・
判
官
・
主
典
の
三
等
官
制
か
、
と
推
測
し
て
い
る
こ

と
も
付
言
し
て
お
く
。

Ⅱ　

天
平
宝
字
元
年
〜
弘
仁
三
年
四
月
二
日

　

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
、
左
大
弁
大
伴
古
麻
呂

が
兼
陸
奥
鎮
守
将
軍
に
任
じ
ら
れ
（
古
麻
呂
は
ま
た
陸
奥
按
察
使
も
兼
ね
て
い

た
）
、
陸
奥
守
佐
伯
全
成
が
兼
鎮
守
副
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た

（
33
（

。
こ
れ
以
降
『
続
日
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本
紀
』
に
は
、
鎮
守
将
軍
の
任
命
が
連
続
し
て
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

副
将
軍
の
任
命
も
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。
三
・
四
等
官
に
つ
い
て
も
、
天
平
宝
字

年
間
に
は
判
官
・
主
典
と
い
う
名
称
で
は
な
く
、
軍
監
・
軍
曹
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る

（
3（
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
鈴
木
氏
は
、
こ
の
時
期
に
鎮
守
府
が
常
置

の
官
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
将
軍
一
人
・
副
将
軍
一
人
・
軍
監
二
人
・

軍
曹
二
人
と
い
う
官
人
構
成
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

Ⅲ　

弘
仁
三
年
四
月
二
日
〜

　

こ
の
時
期
の
始
ま
り
と
な
る
の
は
、
前
掲
〔
27
〕
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は

既
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
将
軍
以
下
四
等
官
で
あ
っ
た
鎮
守
府
が
、
副
将
軍
と

軍
監
一
人
を
廃
し
て
、
将
軍
一
人
・
軍
監
一
人
・
軍
曹
二
人
の
三
等
官
制
と
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
鈴
木
氏
は
、
そ
れ
を
鎮
兵
の
減
定
に
と
も
な
う
も
の
で

あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
鎮
守
府
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

（
１
） 

鎮
守
府
は
神
亀
元
年
頃
に
成
立
し
た
。
三
等
官
・
四
等
官
が
判
官
・
主

典
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
み
ら
る
よ
う
に
、
当
初
は
臨
時
の
官
の
位

置
づ
け
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
天
平
宝
字
年
間
に
な
る
と
常
置
の

官
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
る
。

　

（
２
） 

鎮
守
府
の
官
人
構
成
は
成
立
後
、
三
等
官
制
（
天
平
勝
宝
年
間
ま
で
）

→
四
等
官
制
（
天
平
宝
字
元
年
〜
弘
仁
三
年
）
→
三
等
官
制
（
弘
仁
三

年
以
降
）
と
変
化
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
鎮
守
府
の
機
構
変
遷
は
、
律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
、

そ
の
時
々
に
鎮
守
府
が
担
っ
た
役
割
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
鎮
守
府
と
筑
紫
鎮
西
府
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な

点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

① 

成
立
当
初
の
鎮
守
府
と
同
様
に
、
筑
紫
鎮
西
府
の
三
等
官
・
四
等
官
の
官
名

は
判
官
・
主
典
で
あ
る
こ
と

　

② 

鎮
守
府
官
人
の
待
遇
は
、
前
掲
〔
25
〕
、
〔
26
〕
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
将

軍
が
国
守
に
准
じ
、
副
将
軍
が
介
に
准
じ
る
な
ど
、
国
司
の
官
職
に
准
じ
る

か
た
ち
で
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
筑
紫
鎮
西
府
の
そ
れ
は
、
前
掲

〔
22
〕
に
よ
れ
ば
「
准
位
規
定
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と

　

③ 

Ⅰ
の
時
期
の
鎮
守
府
の
官
人
構
成
が
将
軍
・
判
官
・
主
典
の
三
等
官
制
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
筑
紫
鎮
西
府
の
そ
れ
は
将
軍
・
副
将
軍
・
判
官
・
主

典
の
四
等
官
制
で
あ
っ
た
こ
と

　

①
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
工
藤
氏
、
ま
た
鈴
木
氏
が
説
く
よ
う
に
Ⅰ
の
時
期
の

お
け
る
鎮
守
府
が
臨
時
的
な
性
格
を
有
す
る
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
筑
紫
鎮
西
府
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
臨
時
的
な
官
で
あ
っ
た
、
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

②
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
鎮
守
府
官
人
に
つ
い
て
は
、
設
置
当
初
か

ら
陸
奥
国
司
と
の
兼
任
が
き
わ
め
て
多
い
が
、
大
同
三
（
八
〇
八
）
年
を
画
期
と

し
て
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
顕
著
な
変
化
が
あ
る
と
い
う
。

前
掲
〔
25
〕
は
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
十
月
十
一
日
に
、
国
司
の
公
廨
配

分
率
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
承
け
て
、
鎮
守
府
官
人
の
公
廨
配
分
率
を
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鎮
守
府
官
人
と
陸
奥
国
司
と
の
兼
任
を
前
提
と
し
て
、

陸
奥
国
司
に
准
じ
て
公
廨
・
事
力
の
支
給
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
「
若
帯
国
者
不

須
兼
給
」
と
い
う
規
定
も
、
兼
任
を
前
提
と
す
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
筑
紫
鎮
西
府
官
人
の
俸
禄
支
給
は
「
准
位
規
定
」
に
拠
っ
て
お
り
、
兼

任
を
前
提
と
は
し
て
い
な
い
。
春
名
宏
昭
氏
は
、
こ
の
俸
禄
支
給
が
相
当
位
規
定

で
は
な
く
、
「
准
位
規
定
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
筑
紫
鎮
西
府
の

官
は
他
官
へ
の
遷
任
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
定
ま
っ
た
任
期
も
な
く
、
い

わ
ば
他
の
諸
官
か
ら
孤
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
し
た
（
［
春
名
一
九
九
七
ｂ
］
）
。
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こ
の
こ
と
は
①
と
の
関
連
か
ら
い
え
ば
、
筑
紫
鎮
西
府
の
臨
時
的
な
官
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
つ
ま
り
筑
紫
鎮
西
府
は
、

当
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
鎮
守
府
に
な
ら
っ
て
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
た
官
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
一
年
半
ほ
ど
で

大
宰
府
が
復
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
期
間
が
ど
れ
ほ
ど
に
想
定
さ
れ
て

い
た
か
は
別
と
し
て
、
復
置
は
既
定
路
線
で
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
こ
の
「
准
位
規
定
」
の
あ
り
方
は
、
春
名
氏
の
い
う
「
官
司
と

し
て
の
「
格
」
」（
［
春
名
一
九
九
七
ａ
］
）
を
考
え
る
場
合
に
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

春
名
氏
は
前
述
し
た
廣
岡
説
に
拠
っ
て
筑
紫
鎮
西
府
将
軍
を
「
准
従
五
位
官
」
と

考
え
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
筑
紫
鎮
西
府
の
「
官
と
し
て
の
「
格
」
」
を
検
討
し
、「
三

位
官
（
枢
機
官
、
重
松
注
：
大
宰
帥
）
を
擁
す
る
大
宰
府
の
職
掌
を
准
五
位
官
し

か
い
な
い
鎮
西
府
が
ま
っ
た
く
同
様
に
担
っ
た
と
は
考
え
に
く
」
く
、
結
局
の
と

こ
ろ
、鎮

西
府
は
、
大
宰
府
の
担
っ
て
い
た
外
交
的
職
掌
を
権
限
を
か
な
り
縮
小
す

る
か
た
ち
で
継
承
す
る
と
と
も
に
、
軍
事
的
職
掌
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た

ち
で
継
承
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
す
る
（
［
春
名
一
九
九
七
ｂ
］
）
。
し
か
し
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
廣
岡
説

は
成
立
し
が
た
い
と
考
え
る
。
④
と
し
て
掲
げ
た
筑
紫
鎮
西
府
に
お
け
る
四
等
官

制
の
採
用
も
、
当
初
の
鎮
守
府
が
三
等
官
制
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ

よ
り
ラ
ン
ク
の
高
い
官
司
の
設
置
を
志
向
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
よ

う
。
さ
ら
に
こ
の
「
准
位
規
定
」
に
よ
っ
て
将
軍
が
准
従
四
位
官
で
あ
っ
た
と
み

れ
ば
、
そ
れ
は
大
宰
帥
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
大
宰
大
弐
（
養
老
官
位
令
に
よ

れ
ば
相
当
官
位
は
従
五
位
上
）
よ
り
も
上
位
で
、
八
省
卿
に
も
相
当
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
筑
紫
鎮
西
府
の
官
司
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
か
な

り
高
く
、
大
宰
府
の
機
能
を
そ
れ
相
応
に
継
承
し
た
官
司
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
筑
紫
鎮
西
府
の
機
能
を
検
討
し
て
み

る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
も
、
冒
頭
に
ふ
れ
た
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
、
軍
事

的
機
能
、
管
内
支
配
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
筑
紫
鎮

西
府
に
継
承
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
筑
紫
鎮
西
府
は
そ
の
官
名
が
将

軍
・
副
将
軍
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
大
宰
府
の

軍
事
的
機
能
を
継
承
し
た
官
司
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
問
題
は
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
継
承
し
た
か
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
本
章
の
最
後
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
対
外
的
機
能
か
ら
み
て
み
よ
う
。

一
　
対
外
的
機
能

　

第
二
章
に
お
い
て
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
、
二
度
の
新
羅
使
来
航
が
み

ら
れ
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
度
目
の
金
序
貞
ら
の
場
合
に
は
「
検
校
新

羅
客
使
」
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
の
有
し
て
い
た
対
外
的
機
能

に
つ
い
て
は
、
現
地
に
お
け
る
筑
前
国
と
い
っ
た
既
存
の
機
構
、
人
員
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
し
た
。
そ
れ
で
は
、
筑
紫
鎮
西
府
の
も
と
で
は
ど
う

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
養
老
職
員
令
69
大
宰
府
条
に
お
け
る
帥
の
職
掌
項
目
に
は
、

そ
の
対
外
的
機
能
を
示
す
も
の
と
し
て
「
蕃
客
」
「
帰
化
」
「
饗
讌
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
蕃
客
」
と
い
う
職
掌
に
関
し
て
、
わ
た
く
し
は
〔
13
〕
の

「
検
校
新
羅
客
使
」
と
い
う
名
称
か
ら
、
こ
れ
を
安
置
・
供
給
を
含
め
た
「
蕃
客
」

の
検
校
（
管
理
・
監
督
）
を
意
味
す
る
と
推
定
し
た

（
32
（

。
石
井
正
敏
氏
は
、
こ
の
後

の
新
羅
使
来
航
に
際
し
て
「
問
新
羅
入
朝
由
使

（
32
（

」
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
こ
れ
は
「
検
校
新
羅
客
使
」
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
推
察
す
る
。
石
井
氏

は
ま
た
、
「
問
新
羅
入
朝
使
」
の
重
要
な
職
権
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
国
書
開
封
権
」

を
設
定
し
、
大
宰
府
に
こ
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
の
は
宝
亀
四
年
頃
の
こ
と
で
、
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そ
れ
以
前
は
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
（
［
石
井
二
〇
〇
一
ａ
・
ｂ
］（

32
（

）
。

〔
13
〕
に
み
え
る
「
書
」
を
国
書
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
「
検
校
新
羅

客
使
」
が
把
握
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
を
代
行
す
る
と

同
時
に
、
中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

中
央
政
府
は
筑
紫
鎮
西
府
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
「
検
校
新
羅
客
使
」
の
行
っ
た

職
務
の
う
ち
、
国
書
開
封
を
除
く
新
羅
使
に
対
す
る
検
校
（
管
理
・
監
督
）
を
、

使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
な
く
、
現
地
に
お
い
て
行
え
る
よ
う
に
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
に
は
新
羅
使
来
航
は
み
え
ず

確
証
は
な
い
が
、
筑
紫
鎮
西
府
は
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
の
う
ち
「
蕃
客
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
た
と
考
え
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
将
軍
は

「
准
位
規
定
」
に
よ
る
従
四
位
官
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
〔
12
〕
に
よ
れ
ば
、

大
宰
府
の
対
外
的
機
能
を
代
行
し
た
と
み
ら
れ
る
多
治
比
土
作
、
葛
井
広
成
は
そ

れ
ぞ
れ
従
五
位
下
、
外
従
五
位
下
を
帯
び
て
お
り
、
官
位
か
ら
す
れ
ば
筑
紫
鎮
西

府
将
軍
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
既
述
の
よ
う

に
、
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
と
し
て
は
、
「
蕃
客
」
の
ほ
か
に
「
帰
化
」
「
饗
讌
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
「
帰
化
」
に
つ
い
て
、
私
見
で
は
こ
れ
も
帰
化
志
願
者

に
対
す
る
検
校
（
管
理
・
監
督
）
を
意
味
す
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
「
饗
讌
」
は
、

第
二
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
な
あ
り
方
を
想
定
し
て
い
る
（
［
太
宰
府
市
史
編

集
委
員
会
二
〇
〇
五
］
）
。
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
確
証
は
な
い
が
、

筑
紫
鎮
西
府
に
継
承
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
筑
紫
鎮
西
府
は
、
大
宰
府
が
有
し
て
い
た
対
外
的
機
能
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

の
か
た
ち
で
継
承
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
管
内
支
配
機
能

　

こ
の
機
能
に
つ
い
て
も
第
二
章
に
お
い
て
、
そ
の
指
標
と
し
て
財
政
、
人
事
、

公
文
勘
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
た
。
筑
紫
鎮
西
府
が
そ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
存
続
期
間
が
約
一

年
半
と
短
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
で
き
る
限
り
の
検
討
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
ず
財
政
面
に
つ
い
て
は
、〔
22
〕
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
准
位
規
定
」

に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
筑
紫
鎮
西
府
将
軍
以
下
の
季
禄
・
月
料
は
、「
応
入
京
調
庸

物
」
を
留
め
、
相
折
・
通
融
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
応

入
京
調
庸
物
」
は
、
調
庸
物
の
京
進
を
前
提
と
し
た
表
現
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

先
に
大
宰
府
廃
止
後
、
天
平
十
四
年
分
の
管
内
諸
国
調
庸
物
は
京
進
さ
れ
た
と
推

測
し
た
の
で
あ
る
。
廣
岡
誠
児
氏
は
、大
宰
府
が
有
し
て
い
た
経
済
的
側
面
と
し
て
、

西
海
道
諸
国
の
調
庸
物
の
集
積
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
記

事
か
ら
廃
府
後
に
も
、
調
庸
物
を
便
宜
上
集
め
て
京
進
さ
せ
る
と
い
う
慣
行
が
行

わ
れ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
（［
廣
岡
一
九
八
七
］）。
廃
府
後
に
も
こ
の
機
能
が

継
承
さ
れ
て
い
た
か
は
、
こ
の
史
料
か
ら
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
と
考
え
る
が
、

既
述
し
た
筑
前
国
の
管
内
支
配
機
能
へ
の
関
与
の
あ
り
方
か
ら
み
る
と
そ
の
可
能

性
は
低
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
筑
紫
鎮
西
府
の
設
置
に
よ
っ
て
、
こ
の
機
能
が
復

活
し
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
京
進
す
べ
き
調
庸
物
を

留
め
、
相
折
し
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
一
部
を
割
い
て
将
軍
以
下
の
季
禄
・
月
料
に

充
て
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
残
余
は
京
進
さ
れ
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
人
事
、
公
文
勘
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
筑
紫
鎮
西
府
に
継
承
さ
れ
た

か
は
や
は
り
不
明
だ
が
、
た
だ
、
大
宰
府
の
廃
止
が
広
嗣
の
乱
を
そ
の
遠
因
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
ま
た
広
嗣
が
反
乱
に
動
員
し
た
兵
力
が
通
説
の
よ
う
に

管
内
諸
国
の
軍
団
兵
士
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
筑
紫
鎮
西
府

に
、
大
宰
府
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
管
内
諸
国
に
対
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
た
と
す

る
の
は
、
や
や
考
え
に
く
く
、
こ
と
に
人
事
面
に
関
し
て
は
大
き
な
権
限
は
な
か
っ
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た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
〔
22
〕
で
将
軍
以
下
の
季
禄
等

に
充
当
し
た
残
余
は
京
進
さ
れ
た
と
み
る
な
ら
ば
、
公
文
勘
会
の
面
で
も
、
廃
府
後
、

お
よ
び
筑
紫
鎮
西
府
が
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
に
は
、
や
は
り
管
内
諸
国
は
中
央

政
府
と
直
接
相
対
し
た
と
み
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
み

る
と
、
筑
紫
鎮
西
府
は
、
大
宰
府
の
管
内
支
配
機
能
の
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
一

部
分
を
継
承
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

三
　
軍
事
的
機
能

　

最
後
に
軍
事
的
機
能
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
を
考
え
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、

本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
広
嗣
の
乱
が
大
宰
府
廃
止
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
反
乱
を
誘
発
す
る
よ
う
な
事
態
を
生
じ

さ
せ
な
い
た
め
に
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
大
宰
府
の
軍
事
的
機

能
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
従
来
の
研
究
で
は
、
広
嗣
の
乱
に
お
け
る
大
宰
府
の
軍
事
動
員
・
指
揮
の
権
限

が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
筑

紫
鎮
西
府
に
お
い
て
も
、
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら

か
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
広
嗣
の
乱
に
関
わ
っ
て
大
宰
府
の
軍
事
動
員
・
指
揮
の
権

限
に
ふ
れ
た
研
究
は
多
い
が
、
大
宰
府
が
本
来
有
し
て
い
た
軍
事
的
機
能
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、

大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
は
、
天
智
朝
に
お
け
る
白
村
江
敗
戦
後
に
付
与
さ
れ
た
機

能
に
由
来
す
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
は

　

（
１
）
大
野
城
・
椽
城
・
水
城
の
築
造
お
よ
び
管
理

　

（
２
）
防
人
の
管
理

　

（
３
）
烽
の
管
理

で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
た
（
［
重
松
二
〇
一
七
］
）
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
軍

事
的
機
能
は
、
令
制
大
宰
府
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
１
）

に
関
し
て
は
、
近
年
、
松
川
博
一
氏
が
、
次
郎
丸
高
石
遺
跡
出
土
「
城
司
」
銘
墨

書
土
器
（
［
福
岡
市
教
育
委
員
会
一
九
九
七
］
）
、
ま
た
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡

不
丁
地
区
出
土

｢

大
城｣

銘
墨
書
土
器
（
［
九
州
歴
史
資
料
館
二
〇
一
四
］
）
に
注

目
し
て
い
る
。
前
者
の
出
土
遺
構
が
八
世
紀
前
後
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
で
き
た
自
然

流
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
段
階
で
大
宰
府
管
内
に
「
城
司
」
が
存
在
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
、
後
者
は
八
世
紀
の
須
恵
器
の
皿
で
あ
り
、
大
野
城
を
所

管
す
る
官
司
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
（
［
松
川
二
〇
一
八
］
）
。
こ
れ

ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
八
世
紀
に
大
宰
府
管
内
に
「
城
司
」
が
置
か
れ
、
大
野
城
等

を
管
理
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
水
城
に
関

し
て
は
、
天
平
神
護
元
（
七
六
五
）
年
三
月
、
修
理
水
城
専
知
官
に
大
宰
少
弐
釆

女
浄
庭
が
任
じ
ら
れ
て
お
り

（
32
（

、
水
城
の
修
理
に
大
宰
府
官
人
が
関
与
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
（
１
）
は
令
制
大
宰
府
に
も
継
承
さ
れ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
松
川
氏
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
山
城
の
管
理
は
、

養
老
職
員
令
70
大
国
条
の
国
守
の
職
掌
に
「
城
牧
」
が
み
え
、
基
本
的
に
所
在
国

の
国
司
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
大
野
城
が
所
在
す
る
筑
前

国
の
場
合
は
、
養
老
職
員
令
69
大
宰
府
条
に
「
帯
筑
前
国
」
と
い
う
大
宰
府
に
よ

る
兼
帯
規
定
が
み
え
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
筑
前
国
が
別
置
さ
れ
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年
三
月

四
日
大
宰
府
牒
案
（
『
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
文
書
』
）
に
「
此
則
別
国
之
時
。
国

司
掌
城
之
日
所
行
事
矣
。
」
と
み
え
て
、
筑
前
国
が
別
置
さ
れ
た
時
に
は
、
筑
前

国
司
が
大
野
城
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
国
が
別
置
さ
れ
れ

ば
、
山
城
の
管
理
が
そ
れ
に
移
る
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
既
述
の
国
守
の
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職
掌
「
城
牧
」
に
則
っ
て
山
城
の
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
大
宰
府
条
に
み
え
る
大
宰
帥
の
職
掌
が
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
末
尾
の
「
蕃
客
」
「
帰
化
」
「
饗
讌
」
を
除

い
た
職
掌
項
目
が
、
す
べ
て
大
国
条
の
国
守
の
そ
れ
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
大
国
条
に
は
大
宰
帥
の
職
掌
で
あ
っ
た
三
項
目
の
う
ち
「
蕃
客
」「
帰
化
」
が
、

壱
岐
・
対
馬
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
守
が
「
惣
知
」
す
べ
き
項
目
と
し
て
付
加
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
島
三
国
は
、
そ
こ
が
蕃
客
や
帰
化
志

願
者
の
来
着
予
想
地
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
職

掌
を
分
掌
す
る
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
［
倉
住
靖

彦
一
九
八
五
］
）
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
城
牧
」
に
つ
い
て
も
国
は
そ
れ
を
分
掌
し
、

大
宰
府
が
総
管
す
る
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
た
だ
こ
の
点
は
、
筑
前
国
兼
帯
と
い
う
規
定
を
具
体
的
に
職
掌
上

に
示
し
た
と
の
想
定
も
あ
っ
て
判
断
は
難
し
い
の
だ
が
、
既
述
し
た
松
川
氏
の
「
城

司
」
に
よ
る
山
城
管
理
と
国
守
職
掌
の
「
城
牧
」
に
よ
る
管
理
と
の
関
係
を
整
合

的
に
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
２
）
防
人
に
つ
い
て
は
、
大
宰
府
条
に
品
官
と
し
て
防
人
正
・
佑
・
令
史
が
み

え
、
正
の
職
掌
と
し
て
「
掌
防
人
名
帳
、
戎
具
、
教
閲
、
及
食
料
田
事
」
と
み
え

て
、
こ
れ
ら
の
官
人
が
大
宰
府
機
構
内
に
あ
っ
て
防
人
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
３
）
烽
に
つ
い
て
は
、
延
暦
十
八
（
七
九
九
）
年
四
月
に
は
、

大
宰
府
所
部
を
除
い
て
烽
候
が
停
止
さ
れ
て
い
る

（
32
（

。
大
宰
府
管
内
の
み
烽
候
が
存

続
さ
れ
て
も
そ
れ
が
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
西
海
道
諸
国
か
ら
大
宰

府
へ
緊
急
事
態
を
報
じ
る
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
大

宰
府
が
管
内
諸
国
に
お
け
る
烽
候
の
管
理
に
関
与
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ

る
ま
い
。
ま
た
、
大
宰
少
弐
で
あ
っ
た
広
嗣
が
、
筑
前
国
遠
珂
郡
家
に
軍
営
を
設

け
、
烽
火
を
挙
げ
て
国
内
の
兵
を
徴
発
し
た
と
み
え
る
こ
と
も
参
照
す
れ
ば
（
前

掲
〔
４
〕
）
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
大
国
条
に
み
え
る
国
守
の
職
掌
「
烽
候
」
と
の
関

連
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
総
管
す
る
も
の
と
み
て
、
令
制
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
と

し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
天
智
朝
に

付
与
さ
れ
た
と
推
定
し
た
軍
事
的
機
能
は
令
制
大
宰
府
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と

み
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
（
１
）
、
（
３
）
に
つ
い
て
は
、
筑
紫
鎮
西

府
に
も
継
承
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
（
２
）
に
つ
い
て
は
後
に
検
討

す
る
。
加
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
最
初
に
ふ
れ
た
大
宰
府
の
軍
事
動
員
・
指
揮

に
関
す
る
権
限
で
あ
る
。
広
嗣
が
反
乱
に
動
員
し
た
兵
力
が
管
内
諸
国
の
軍
団
兵

士
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る

（
32
（

。
と
す

れ
ば
令
制
大
宰
府
に
あ
っ
て
は
既
述
の
ほ
か
に
、
そ
の
軍
事
的
機
能
と
し
て
管
内

諸
国
軍
団
兵
士
を
動
員
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
北

條
秀
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
養
老
軍
防
令
17
差
兵
条
に
よ

れ
ば
、
兵
士
動
員
に
は
勅
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
広
嗣
の
場
合
、
史
料
的
に

明
証
は
な
い
が
、
勅
の
偽
造
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る
行
為
（
勅
命
と
称
す
る
な

ど
）
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
広
嗣
が
軍
団
兵
士
を
動
員
・
指
揮
し
え

た
の
は
、
天
平
四
（
七
三
二
）
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
節
度
使
と
し
て
の
権
限
を
、

大
宰
府
が
引
き
継
い
で
い
た
か
ら
だ
と
み
て
い
る
（
［
北
條
秀
樹
二
〇
〇
〇
ｂ
］
）
。

一
方
、
酒
井
芳
司
氏
は
、
七
〜
八
世
紀
の
大
宰
府
の
長
の
就
任
者
が
大
化
改
新
以

前
に
外
征
軍
を
率
い
た
将
軍
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
律
令
制
下
の
大
宰

府
の
軍
事
権
や
九
国
三
島
の
統
治
権
は
こ
の
よ
う
な
遺
制
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
べ

き
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
北
條
氏
の
勅
偽
造
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
「
例
え

偽
造
で
あ
っ
て
も
勅
さ
え
あ
れ
ば
軍
事
動
員
が
行
え
る
こ
と
自
体
が
重
要
で
あ
ろ

う
」
と
し
、
「
天
皇
の
命
を
受
け
た
上
で
、
軍
事
動
員
や
指
揮
が
で
き
る
こ
と
を
、

大
宰
府
（
筑
紫
大
宰
）
の
軍
事
権
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
る
」
ま
た
「
西
海
道
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に
お
い
て
、
外
敵
襲
来
な
ど
辺
境
有
事
の
際
に
は
、
即
座
に
大
宰
府
が
九
国
三
島

の
兵
力
を
動
員
し
て
対
処
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
た
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で

あ
る
」
と
説
く
（
［
酒
井
二
〇
一
六
］
）
。
ま
た
松
川
博
一
氏
も
、
広
嗣
が
動
員
し

た
兵
力
は
西
海
道
諸
国
の
軍
団
兵
士
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
北
條
氏
の
勅

の
偽
造
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
「
広
嗣
が
偽
造
さ
れ
た
勅
で
あ
れ
、
管
内
の
軍

団
兵
士
を
動
員
で
き
た
の
は
、
大
宰
府
が
西
海
道
諸
国
を
惣
管
す
る
立
場
に
あ
り
、

非
常
時
に
は
天
皇
の
命
令
を
受
け
て
そ
の
代
行
者
と
し
て
管
内
の
軍
団
を
動
員
・

指
揮
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
か
ら
だ
」
と
想
定
し
て
い
る
（
［
松
川
二
〇
一
九
］
）
。

い
ず
れ
を
是
と
す
る
か
は
、
こ
れ
も
難
し
い
問
題
だ
が
、
や
は
り
酒
井
氏
、
松
川

氏
が
説
く
よ
う
に
、
西
海
道
諸
国
を
総
管
し
た
と
い
う
点
を
勘
案
す
る
と
、
令
制

大
宰
府
は
、
そ
の
軍
事
的
機
能
と
し
て
管
内
諸
国
の
軍
団
兵
士
に
対
す
る
動
員
・

指
揮
の
権
限
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
既
述
し
た

職
掌
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
大
宰
府
条
の
「
兵
士
」
「
器
仗
」
「
鼓
吹
」
等
も
、
大

国
条
の
そ
れ
ら
を
総
管
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
動
員
・
指

揮
に
関
す
る
権
限
は
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
筑
紫
鎮
西
府
に
は
ど
う
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
松

川
博
一
氏
は
、
大
宰
府
政
庁
、
そ
の
周
辺
の
府
庁
域
、
特
に
兵
庫
、
筑
紫
大
蔵
の

警
衛
な
ど
に
あ
た
っ
た
大
宰
府
常
備
軍
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
奈
良
時

代
以
来
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
豊
前･

豊
後
の
六
国
か
ら
上
番
し
た
軍

団
の
軍
毅
・
兵
士
・
選
士
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

（
［
松
川
二
〇
一
二
］
）
。
そ
し
て
、
筑
紫
鎮
西
府
設
置
の
一
番
の
理
由
と
し
て
、
大

宰
府
常
備
軍
の
再
置
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
ふ
た
た
び
府
下
六
国

か
ら
軍
団
兵
士
を
上
番
さ
せ
、
筑
紫
鎮
西
府
を
そ
れ
を
統
率
す
る
た
め
の
軍
事
的

な
機
関
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
単
に
重
要
施
設
の
守
衛
の
み
で

は
な
く
、
対
新
羅
政
策
の
側
面
も
あ
っ
た
と
み
る
（
［
松
川
二
〇
一
九
］
）
。
本
稿

の
問
題
関
心
に
即
し
て
い
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
既
述
し
た
管
内
諸
国
軍
団
兵
士
に

対
す
る
動
員
・
指
揮
に
関
わ
る
権
限
が
、
平
時
に
お
け
る
あ
り
方
と
し
て
き
わ
め

て
限
定
さ
れ
た
か
た
ち
で
筑
紫
鎮
西
府
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

い
ま
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
は
大
宰
府
と
西
海
道
諸
国
の
郡
司
層
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
、
や
は
り
松
川
氏
の
言
説
で
あ
る
。
松
川
氏
は
軍
事
面
に
お
い
て
も
、

行
政
面
に
お
い
て
も
、
大
宰
府
官
人
の
西
海
道
諸
国
の
郡
司
子
弟
に
対
す
る
教
練

や
指
導
・
監
督
を
通
じ
て
、
こ
の
両
者
に
国
司
を
介
さ
な
い
特
殊
な
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
、
広
嗣
は
大
宰
少
弐
の
立
場
で
、
そ
の
関
係
を
最
大

限
に
利
用
し
て
兵
力
の
動
員
を
図
っ
た
と
み
て
い
る
（
［
松
川
博
一
二
〇
一
九
］
）
。

広
嗣
の
乱
を
契
機
に
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
を
承
け
て
設
置
さ
れ
た
筑
紫

鎮
西
府
に
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
な
ん
ら
か
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は
、
大
宰
府
の
管
内
支
配
機
能
が
そ
の
対
外
的
機

能
や
軍
事
的
機
能
を
十
全
に
遂
行
す
る
た
め
に
付
与
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
管
内
支
配
機
能
を
減
殺
す
る
こ
と
で
、
筑
紫
鎮
西
府
の
軍
事
的

機
能
の
抑
制
を
図
っ
た
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

（
（3
（

。
こ
の
よ
う

な
想
定
の
も
と
に
、
管
内
支
配
機
能
の
筑
紫
鎮
西
府
へ
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
既

述
の
よ
う
に
財
政
の
う
ち
限
ら
れ
た
一
部
の
機
能
の
み
が
継
承
さ
れ
て
、
人
事
、

公
文
勘
会
に
つ
い
て
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
松
川

氏
の
説
く
郡
司
層
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
最
も
大
き
い
の
は
人
事
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
28
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
（
七
三
七
）
年
九
月
癸
巳
（
二
十
二
日
）
条

（
中
略
）
是
日
、
停
二

筑
紫
防
人
一

、
帰
二

于
本
郷
一

。
差
二

筑
紫
人
一

、
令
レ

戍
二 

壱
岐
対
馬
一

。

　

一
方
、
先
に
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
と
し
て
想
定
し
た
（
２
）
防
人
に
つ
い
て
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は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
は
東
国
防
人
は
、
天
平
九
（
七
三
七
）
年
に
停
止
さ
れ
て

い
る
（
〔
28
〕
）
。
一
方
、
『
万
葉
集
』
巻
第
二
十
に
は
防
人
等
の
歌
群
（
巻
第
二
十　

四
三
二
一
番
〜
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
二
月
、

相
替
遣
二

筑
紫
一

諸
国
防
人
等
歌
」
の
題
詞
が
あ
り
、
こ
の
年
に
交
替
す
る
防
人

ら
が
詠
じ
た
歌
を
収
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
続
日
本
紀
』

等
の
史
料
に
は
全
く
み
え
な
い
が
、
〔
28
〕
の
天
平
九
年
か
ら
天
平
勝
宝
七
歳
の

間
に
お
け
る
い
つ
か
の
時
点
で
、
東
国
防
人
制
が
復
活
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
岸
俊
男
氏
は
そ
れ
を
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
の
大
宰
府
復
置
と

関
連
す
る
か
（
［
岸
一
九
六
六
ａ
］
）
、
あ
る
い
は
同
十
八
年
十
二
月
の
軍
団
兵
士

制
復
活

（
（3
（

と
関
連
す
る
も
の
（
［
岸
一
九
六
六
ｂ
］
）
と
み
て
い
る
。
い
ず
れ
と
み
て

も
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
防
人
に
関
わ
る
軍
事
的
機
能
は
筑
紫
鎮
西
府
に
は

継
承
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
筑
紫
鎮
西
府
設
置
前
後
に

お
け
る
防
人
制
の
変
遷
を
確
認
し
よ
う
。

〔
29
〕
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
（
六
八
九
）
年
二
月
丙
申
（
十
三
日
）
条

詔
、
筑
紫
防
人
、
満
二

年
限
一

者
替
。

　

〔
29
〕
は
、
防
人
制
の
初
期
に
お
け
る
展
開
の
中
で
、
年
限
に
満
ち
た
防
人
の

交
替
を
命
じ
た
詔
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
で
は
ふ
た
つ
の
点
に
注
目
し
た
い
。
ひ

と
つ
は
、
こ
の
記
事
が
二
月
に
か
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
防
人
の

交
替
は
二
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
既
述
し
た
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
交

替
も
、
同
様
に
二
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
通
例
で
あ
れ
ば
、
防
人
の
交
替

は
そ
の
年
の
二
月
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
い
ま
ひ

と
つ
は
、
防
人
の
上
番
期
間
の
問
題
で
あ
る
。
〔
29
〕
で
は
、
年
限
に
満
ち
た
者

は
交
替
さ
せ
よ
、
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
が
、
令
制
下
で
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

〔
30
〕
養
老
軍
防
令
８
兵
士
上
番
条

凡
兵
士
上
番
者
、
向
レ

京
一
年
、
向
レ

防
三
年
。
不
レ

計
二

行
程
一

。

　

〔
30
〕
に
兵
士
で
「
防
に
向
か
う
」
と
み
え
る
の
が
防
人
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
上
番
期
間
は
三
年
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
奈
良
時
代
に
は
そ

の
と
お
り
に
は
行
わ
れ
ず
、
筑
紫
に
留
ま
っ
て
帰
郷
し
な
い
防
人
も
多
か
っ
た
と

い
う
（［
井
上
光
貞
ほ
か
校
注
一
九
七
六
］
補
注
）。
岸
俊
男
氏
は
、「
同
じ
規
定
（
重

松
注
：
前
掲
〔
30
〕）
が
大
宝
令
に
も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
天
平
勝
宝
七
歳
以
前
の

交
替
期
は
遡
っ
て
同
四
年
・
同
元
年
お
よ
び
天
平
十
八
年
が
復
活
の
時
期
を
示
す

こ
と
と
な
る
が
、
一
つ
の
憶
測
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る
が
（［
岸
一
九
六
六
ｂ
］）、

こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
万
葉
集
』
巻
第
二
十
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
防
人
の
交
替
が
何
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り

〔
30
〕
の
上
番
期
間
の
終
了
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
三
年
と
い
う
上
番
期
間
を
も
と
に
、
大
宰
府
が
復
置
さ
れ
た
前
後

の
時
期
ま
で
遡
ら
せ
て
み
る
と
、
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
が
十
二
年
前
（
上
番

期
間
が
四
期
分
）、
ま
た
岸
氏
が
想
定
さ
れ
た
天
平
十
八
年
が
九
年
前
（
同
じ
く
三

期
分
）
と
な
る
。
天
平
十
五
年
と
い
え
ば
、
既
述
し
た
よ
う
に
筑
紫
鎮
西
府
設
置

の
年
だ
が
、
実
際
の
設
置
は
そ
の
年
十
二
月
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
連
動

し
て
防
人
が
復
活
し
た
と
考
え
る
な
ら
、
既
述
の
よ
う
に
交
替
の
時
期
が
二
月
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
翌
十
六
年
二
月
と
み
る
の
が

穏
当
で
あ
り
、
交
替
期
は
整
合
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
の
天
平
十
八
年
で
あ

る
が
、
復
置
は
同
十
七
年
六
月
だ
か
ら
、
こ
れ
に
連
動
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
翌

年
二
月
の
復
活
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
鈴
木
拓

也
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
防
人
も
、
ま
た
鎮
守
府
に
配
属
さ
れ
る
鎮
兵
も
、

と
も
に
東
国
の
軍
団
を
そ
の
供
給
源
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
変
遷
に
は
き

わ
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
（［
鈴
木
一
九
九
八
ｂ
］）。

そ
こ
で
、
天
平
十
八
年
に
西
辺
に
お
け
る
東
国
防
人
が
復
活
し
た
と
す
る
と
、
こ

の
年
は
陸
奥
で
鎮
兵
が
全
廃
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
お
り

（
（3
（

、
き
わ
め
て
整
合
的
で
あ
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る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
宰
府
復
置
後
に
印
を
支
給
さ
れ
た
十
二
の
「
管

内
諸
司
」
の
う
ち
に
、
防
人
司
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
連

動
し
て
、
や
は
り
東
国
防
人
制
の
復
活
も
当
然
想
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る

（
（（
（

。
つ
ま
り
、
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
で
あ
っ
た
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
防

人
そ
の
も
の
が
停
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
筑
紫
鎮
西
府
に
は
継

承
さ
れ
ず
、
そ
の
復
活
は
大
宰
府
復
置
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
筑
紫
鎮
西
府
は
、
必
ず
し
も
大

宰
府
の
軍
事
的
機
能
を
す
べ
て
継
承
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
四
章
　
大
宰
府
復
置
と
そ
の
後

　

本
章
で
は
、
大
宰
復
置
と
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

〔
30
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
六
月
辛
卯
（
五
日
）
条

復
置
二

大
宰
府
一

。
以
二

従
四
位
下
石
川
朝
臣
賀
美
一

為
大
弐
。
従
五
位
上
多

治
比
真
人
牛
養
、
外
従
五
位
下
大
伴
宿
祢
三
中
並
為
二

少
弐
一

。

　

天
平
十
七
年
六
月
、
大
宰
府
が
復
置
さ
れ
た
（
〔
30
〕
）
。
こ
の
時
、
筑
紫
鎮
西

府
将
軍
で
あ
っ
た
石
川
賀
美
（
加
美
）
が
、
復
置
さ
れ
た
大
宰
府
の
大
弐
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
既
述
の
よ
う
に
大
宰
府
の
復
置
に
よ
り
、

筑
紫
鎮
西
府
は
廃
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
時
点
で
大
宰
府
が
復
置
さ
れ
た
の
に
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

聖
武
天
皇
は
広
嗣
の
乱
の
最
中
、
突
然
、
伊
勢
国
へ
行
幸
す
る
。
そ
し
て
、
乱
が

鎮
圧
さ
れ
て
も
、
恭
仁
京
へ
の
遷
都
を
行
う
な
ど
、
し
ば
ら
く
の
間
、
平
城
京
に

は
も
ど
ら
な
か
っ
た
。
倉
住
靖
彦
氏
は
、
大
宰
府
復
置
の
理
由
を
、
憶
測
と
し
つ

つ
も
、
そ
の
前
月
に
こ
う
し
た
事
態
か
ら
、
ほ
ぼ
五
年
ぶ
り
に
平
城
京
へ
還
都
し

た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
年
五
月
戊
辰
是
日
条
に
「
諸

司
百
官
各
帰
二

本
曹
一

」
と
あ
る
の
が
象
徴
的
で
、
大
宰
府
復
置
も
そ
の
一
環
で

あ
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
（
［
倉
住
一
九
八
五
］
）
。
一
方
、
春
名
宏
昭
氏
は
、

そ
の
長
官
で
あ
る
将
軍
が
「
准
位
規
定
」
に
よ
る
従
五
位
官
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

こ
と
を
前
提
に
、
筑
紫
鎮
西
府
に
は
軍
事
面
で
は
限
定
さ
れ
た
地
域
を
防
衛
す
る

権
限
し
か
付
与
さ
れ
ず
、
ま
た
民
政
面
（
本
稿
で
い
え
ば
管
内
支
配
機
能
に
あ
た

ろ
う
）
で
西
海
道
を
統
括
す
る
権
限
も
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
外
交
権
も

防
衛
の
職
掌
に
必
然
的
に
付
加
さ
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
「
鎮
西
府
が
こ
の
よ
う
な
極
め
て
小
さ
な
権
限
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
結
果
的
に
は
大
宰
府
復
置
の
必
要
性
を
中
央
政
府
に
実
感
さ
せ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
（
［
春
名
一
九
九
七
ｂ
］
）
。

　

倉
住
氏
の
指
摘
す
る
、
平
城
京
還
都
が
大
宰
府
を
復
置
す
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
復
置
の
理
由
と
ま
で
は
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
春
名
氏
の
想
定
す
る
、
鎮
西
府
の
設
置
が
大
宰
府
の
必
要
性

を
実
感
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
も
、
直
接
的
な
復
置
の
理
由
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
本
稿
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
筑
紫
鎮
西
府
は
「
准
位

規
定
」
に
よ
る
従
四
位
官
を
長
官
（
将
軍
）
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
位
置
づ

け
が
春
名
氏
の
見
解
と
私
見
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
そ
し
て
筑
紫
鎮
西
府

は
、
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
、
管
内
支
配
機
能
を
、
全
面
的
に
で

は
な
い
が
継
承
し
た
機
関
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
筑
紫
鎮
西
府
は
大
宰
府
の
対

外
的
機
能
を
ほ
ぼ
継
承
し
、
一
方
で
軍
事
的
機
能
は
、
広
嗣
の
乱
の
影
響
を
最
も

大
き
く
受
け
た
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
す
べ
て
は
継
承
さ
れ
ず
、
ま
た
管

内
支
配
機
能
に
つ
い
て
は
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
を
継
承
し
た
の
み
で
あ
っ
た
と
推

定
し
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
を
十
全
に
遂
行
す
る
た
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め
に
管
内
支
配
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
大
宰
府
と
比
較
し
た
場

合
、
筑
紫
鎮
西
府
は
そ
の
機
能
を
き
わ
め
て
不
十
分
な
か
た
ち
で
し
か
遂
行
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
春
名
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
大
宰

府
の
必
要
性
が
中
央
政
府
に
実
感
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
筑
紫
鎮
西

府
は
し
ば
し
ば
、
そ
の
官
名
お
よ
び
将
軍
・
副
将
軍
と
い
う
職
名
か
ら
、
大
宰
府

の
軍
事
的
機
能
を
継
承
し
た
軍
政
府
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
大
宰
府
の
廃
止
が
藤
原
広
嗣
の
乱
を
契
機
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
筑
紫
鎮
西
府
に
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
が
、
無
条
件
に
継
承

さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
防
人
の
管
理
に
関
す
る
こ

と
が
筑
紫
鎮
西
府
に
継
承
さ
れ
ず
、
か
え
っ
て
鎮
兵
制
や
軍
団
兵
士
制
と
の
関
連

が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
大
宰
府
復
置
に
あ
わ
せ
て
東
国
防
人
が
復
活
し
た
と
み

ら
れ
る
こ
と
も
、
大
宰
府
の
有
す
る
本
来
的
な
軍
事
的
機
能
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
た
結
果
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
筑
紫
鎮
西
府
が
大
宰
府
の
対
外

的
機
能
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ふ
た
つ
の
機
能
は
、
た
と
え
ば
「
軍
事
・
外
交
は
つ
ね
に
表

裏
の
関
係
に
あ
っ
て
分
離
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
（
［
平
野
邦
雄
一
九
九
〇
］
）

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
意

味
で
、
軍
事
的
機
能
を
抑
制
さ
れ
て
い
た
筑
紫
鎮
西
府
に
あ
っ
て
、
大
宰
府
が
本

来
有
し
て
い
た
対
外
的
機
能
で
あ
る
「
蕃
客
」
と
い
う
職
掌
、
つ
ま
り
外
国
使
節

の
検
校
（
管
理
・
監
督
）
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
行
使
さ
せ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
こ
に
筑
紫
鎮
西
府
と
い
う
官
名
や
将
軍
・
副
将
軍
と
い
う

職
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
武
官
的
要
素
が
加
味
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

あ
る
ま
い
。
春
名
宏
昭
氏
は
ま
た
、
復
置
さ
れ
た
大
宰
府
が
外
交
・
軍
事
権
を
握

る
一
方
、
西
海
道
諸
国
の
上
に
小
中
央
政
府
と
し
て
君
臨
す
る
体
制
が
維
持
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
「
鎮
西
府
の
設
置
は
、
こ
の
よ
う
な
大
宰
府
の
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
明
確
に
実
感
さ
せ
た
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
」
と
も
説
く
が
（
［
春
名

一
九
九
七
ｂ
］
）
、
そ
れ
は
本
稿
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
大
宰
府
の
復
置
は
、
そ
の

管
内
支
配
機
能
を
本
来
の
姿
に
も
ど
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
外
的
機
能
、
軍
事
的

機
能
を
十
全
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
、
つ
ま
り
軍
事
的
機
能
が
す
べ
て
旧
制

に
復
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
や
は
り
対
新
羅
関
係
の

悪
化
な
ど
を
、
大
宰
府
復
置
の
理
由
と
し
て
想
定
す
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
広
嗣
の
乱
に
よ
る
影
響
を
消
し
去
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
聖
武
天
皇
の
平
城
京
還
都
を
想
定
す
る
な
ら
、
倉
住
氏
説

に
も
一
理
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔
31
〕
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
八
月
己
丑
（
四
日
）
条

給
二

大
宰
府
管
内
諸
司
印
十
二
面
一

。

　

〔
31
〕
に
よ
れ
ば
、
復
置
さ
れ
た
大
宰
府
に
「
管
内
諸
司
」
の
印
十
二
面
が
支

給
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
ふ
た
つ
の
解
釈
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
渡
辺
直
彦
氏
の
そ
れ
で
、
「
管
内
諸
司
」
を
九
国
三
島
を
指

す
と
考
え
、
「
あ
る
い
は
広
嗣
の
乱
後
、
印
を
一
度
収
公
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」

と
す
る
説
で
あ
る
（
［
渡
辺
二
〇
一
二
］
）
。
い
ま
ひ
と
つ
は
倉
住
靖
彦
氏
の
解
釈

で
、
こ
れ
を
大
宰
府
の
部
内
諸
司
と
み
な
す
説
で
あ
る
（
［
倉
住
一
九
八
五
］
、［
倉

住
一
九
九
〇
］
）
。
こ
の
ふ
た
つ
の
解
釈
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
点
が
あ
る
。
渡
辺

氏
説
に
つ
い
て
み
る
と
、
た
し
か
に
「
管
内
」
を
冠
す
る
語
は
通
例
「
諸
国
」
で

あ
り
、
ま
た
十
二
と
い
う
印
面
の
数
も
九
国
三
島
の
合
計
十
二
と
一
致
す
る
。
し

か
し
、
渡
辺
氏
が
説
く
よ
う
な
、
広
嗣
の
乱
後
に
諸
国
印
が
収
公
さ
れ
た
と
い
う

事
態
は
想
定
し
難
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
、
既
述
し
た
よ
う
に
管
内
支
配

機
能
の
う
ち
の
財
政
面
に
つ
い
て
、
大
宰
府
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
管
内
諸
国

が
直
接
、
中
央
政
府
と
相
対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
倉
住
氏
説
に
つ
い
て
は
、
彌
永
貞
三
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
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諸
司
印
に
関
す
る
規
定
が
大
宝
公
式
令
に
は
な
く
、
養
老
令
に
い
た
っ
て
は
じ
め

て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
少
数
の
例
外
を
除
き
八
省
被

管
の
寮
司
は
印
章
を
保
有
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
寮
司
の
公
文
に
は
所
管
の

八
省
の
印
を
捺
し
て
い
た
こ
と
（
［
彌
永
一
九
八
八
］
）
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
、
中
央
八
省
管
下
の
寮
司
に
も
印
は
支
給
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
平
期
と
い
う
早
い
段
階
で
、
大
宰
府
機
構
の

部
内
諸
司
に
印
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
倉
住
氏
は
、
〔
31
〕
を
奈
良
時
代
の
大
宰
府
政
庁
で
は
す
で
に
諸
司

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
初
見
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
み
で

あ
る
が
（
［
倉
住
一
九
八
五
］
）
、
廣
岡
誠
児
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
そ

れ
は
倉
住
氏
の
見
解
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
十
二
の
諸
司
は
、
帥
の
職
掌
の
機
能

を
分
掌
す
る
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
宰
府
の

官
僚
機
構
を
整
備
し
、
広
嗣
の
乱
の
再
発
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
大
宰
府
の
機
構
改
革
は
大
宰
府
の
廃
止
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、

筑
紫
鎮
西
府
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
軍
事
力
確
保
と
と
も
に
大
宰
府
の
品
官

を
主
た
る
母
体
と
し
た
所
司
の
確
立
を
企
図
し
た
と
み
て
、
さ
ら
に
「
本
格
的
な

大
宰
府
の
官
僚
制
は
大
宰
府
復
置
後
に
成
立
し
た
」
、
ま
た
「
鎮
西
府
は
軍
事
的

任
務
を
果
す
だ
け
で
な
く
、
大
宰
府
に
と
っ
て
本
格
的
な
官
僚
制
を
形
成
さ
せ
る

母
体
あ
る
い
は
受
け
皿
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
」
と
す
る
（
［
廣
岡
一
九
八
七
］
）
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
西
別
府
元
日
氏
は
〔
31
〕
を
、
や
は
り
広
嗣
の
乱
を
う
け
て

大
宰
府
の
有
す
る
権
限
の
分
割
を
図
り
、
諸
司
の
独
立
性
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
と
み
て
い
る
（
［
西
別
府
二
〇
〇
二
］
）
。
廣
岡
氏
が
説
く
よ
う
に
、

諸
司
の
形
成
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
印
の
支
給
が
、
は
た
し
て
広
嗣
の
乱
の
再
発
を

防
止
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
は
疑
問
も
残
る
が
、
た
だ
、
大
宰
府
の
廃
止
と
そ
れ

に
続
く
筑
紫
鎮
西
府
の
設
置
が
大
宰
府
機
構
整
備
の
契
機
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ

と
は
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
筑
紫
鎮
西
府
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
そ
の
官
名
が
示
す
よ
う
な
単
な
る
軍
事
的
機
能
に
留
ま
ら
ず
、
大
宰

府
の
有
し
て
い
た
そ
の
他
の
機
能
を
、
あ
る
部
分
で
は
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
筑
紫
鎮
西
府
将
軍
は
、
「
准
位
規
定
」
に
よ
る
従
四
位

官
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
〔
31
〕
の
印
十
二
面
を
大
宰
府
部
内
に
存
在
し
た
諸

司
に
支
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
十
二
の
諸
司
と
は
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
川
博
一
氏
の
研
究
は
、
こ
れ
に
関
す
る
最
新
の
成

果
で
あ
る
（
［
松
川
二
〇
一
八
］
）
。
松
川
氏
は
、
大
宰
府
に
は
遅
く
と
も
八
世
紀

前
半
に
諸
司
が
存
在
し
て
い
た
と
み
て
、
〔
31
〕
は
天
平
十
七
年
に
十
二
の
被
管

官
司
に
対
し
て
諸
司
印
が
班
賜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
被
管

官
司
の
比
定
を
行
い
、
①
防
人
司
、
②
主
神
司
、
③
主
船
司
、
④
匠
司
、
⑤
城
司
、

⑥
府
学
校
、
⑦
主
厨
司
、
⑧
蔵
司
、
⑨
税
司
、
⑩
薬
司
、
⑪
「
判
司
」・
「
陰
陽
司
」
、

⑫
府
衛
の
十
二
を
あ
げ
て
い
る
。
松
川
氏
説
の
最
大
の
特
徴
は
、
竹
内
理
三
氏
、

倉
住
靖
彦
氏
の
検
討
（
［
竹
内
一
九
五
六
］
、［
倉
住
一
九
九
〇
］
）
を
参
照
し
つ
つ
も
、

⑫
府
衛
を
諸
司
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
た
に
加
え
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

十
二
の
諸
司
の
比
定
に
つ
い
て
も
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

そ
れ
ら
の
官
人
構
成
等
も
含
め
て
別
途
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
古
代
大
宰
府
の
歴
史
的
展
開
を
、
冒
頭
に
述
べ
た
対

外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
、
管
内
支
配
機
能
の
あ
り
方
を
通
じ
て
検
討
す
る
こ
と

を
試
み
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
立
場
に
立
っ
て
、
天
平
期
に
お
け
る
藤
原
広

嗣
の
乱
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
、
筑
紫
鎮
西
府
設
置
、
そ
し
て
大
宰
府
復
置
お
よ
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び
そ
の
後
を
四
期
に
分
か
っ
て
、
大
宰
府
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
生
起
し
た
諸
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
乱
鎮
圧
か
ら
大
宰
府
廃
止
に
至
る
ま
で
の
時
期
（
第
Ⅰ
期
）
で
は
、
大

宰
府
機
構
の
統
轄
等
に
対
し
て
、
征
討
軍
将
軍
大
野
東
人
・
副
将
軍
紀
飯
麻
呂
、

ま
た
筑
前
国
司
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
。
つ
い
で
大
宰
府
廃
止
か
ら

筑
紫
鎮
西
府
設
置
ま
で
の
時
期
（
第
Ⅱ
期
）
で
は
、
大
宰
府
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
、

本
来
、
大
宰
府
が
有
し
て
い
た
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
、
管
内
支
配
機
能
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
筑
紫
鎮
西
府
が
設
置
さ
れ
た

時
期
（
第
Ⅲ
期
）
に
は
、
三
つ
の
機
能
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る

か
を
具
体
的
に
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
ま
た
、
倉
住
氏
の
説
を
再
確
認
す
る
か
た
ち

で
、
筑
紫
鎮
西
府
が
「
准
位
規
定
」
に
よ
る
従
四
位
官
を
筆
頭
と
す
る
官
司
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
こ
と
が
筑
紫
鎮
西
府
の
位
置
づ
け
を
物
語
る
も
の
で
あ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
宰
府
復
置
と
そ
の
後
の
時
期
（
第
Ⅳ
期
）
の
検

討
で
は
、
復
置
の
理
由
、
お
よ
び
部
内
諸
司
へ
の
印
支
給
の
意
義
を
論
じ
て
み
た

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
今
回
は
ほ
と
ん
ど
捨
象
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
述
べ
た
四
時
期
に
お
け
る
大
宰
府
を
め
ぐ
る
動
向
を
、

当
該
期
の
政
権
の
在
り
方
や
政
治
構
造
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
大
宰
府
廃

止
や
筑
紫
鎮
西
府
設
置
に
関
し
て
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
後
に
ふ
れ
た
大
宰
府
の
部
内
諸
司
の
あ

り
方
の
検
討
は
、
単
に
広
嗣
の
乱
後
の
大
宰
府
機
構
改
革
の
展
開
を
示
す
の
み
で

は
な
く
、
そ
の
官
人
構
成
等
の
検
討
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
中
期
に
お
け

る
い
わ
ゆ
る
「
府
官
」
層
の
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
本
稿
を
出
発
点
と
し
て
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註
（
１
）
広
嗣
の
乱
関
係
記
事
の
年
表
化
に
際
し
て
は
、
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
を
参
照

し
た
。

（
２
）
［
青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇
］
を
参
照
。
ま
た
同
書
は
、
乱
関
係
記
事
に
つ
い
て
「
「
大

将
軍
東
人
等
言
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
報
告
は
、
こ
の
九
月
二
十
四
日
条
（
重
松
注
：

〔
３
〕
）
を
含
め
て
五
条
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
報
告
が
中
央
に
到
着
し
た
日
付
に
係
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
る
の
は
十
一
月
三
日
条
の
「
大
将
軍
東
人
等
言
」
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は

こ
の
東
人
報
告
に
続
け
て
「
詔
報
曰
、
今
覧
十
月
廿
九
日
奏
」
云
々
と
、
即
座
に
出
さ
れ
た

「
詔
」
が
十
一
月
三
日
付
だ
っ
た
た
め
に
「
詔
」
を
重
ん
じ
て
十
月
二
十
九
日
付
の
東
人
報
告

も
五
日
後
の
十
一
月
三
日
条
に
併
載
さ
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

（
３
）
飯
麻
呂
の
右
大
弁
任
官
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
七
月
辛
亥
（
三
日
）

条
に
み
え
る
。
大
宰
府
廃
止
は
同
十
四
年
正
月
五
日
条
に
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
飯
麻
呂
は
同
年
八
月
ま
で
に
は
帰
京
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
離
京

の
期
間
は
数
ヶ
月
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
六
月
壬
辰
（
十
六
日
）
条
。

（
５
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
戊
申
（
二
日
）
条
。

（
６
）
板
櫃
鎮
大
長
で
あ
っ
た
三
田
塩
篭
は
、
こ
の
時
点
で
は
逃
亡
し
て
い
る
が
、
の
ち
に
殺
さ

れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
九
月
己
酉
（
二
十
五
日
）
条
）
。

（
７
）
こ
の
三
鎮
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
［
栄
原
永
遠
男
一
九
八
三
］
、
［
長
洋
一
一
九
八

四
］
、［
北
條
秀
樹
二
〇
〇
〇
ａ
］
な
ど
を
参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
、［
坂
本
太
郎

一
九
八
九
］
に
従
っ
て
、『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
大
将
軍
大
野
東
人
報
告
が
か
け
ら
れ
た
日

付
は
、
そ
れ
が
京
に
到
着
し
た
日
付
と
み
る
点
で
、
本
稿
と
は
基
本
的
な
立
場
を
異
に
す
る
。

（
８
）
当
初
は
、
わ
た
く
し
も
「
筑
前
国
」
の
誤
り
と
解
し
て
い
た
が
、
坂
上
康
俊
氏
の
ご
指
摘

を
承
け
て
、
後
述
の
私
見
も
加
え
て
「
大
宰
府
」
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。

（
９
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
八
月
己
亥
（
二
十
七
日
）
条
。

（
10
）
ち
な
み
に
、
こ
の
金
欽
英
ら
に
対
す
る
処
遇
は
、
二
月
五
日
条
に
か
け
ら
れ
た
詔
に
示
さ

れ
る
（
前
掲
〔
11
〕
）
。
こ
れ
が
詔
の
出
さ
れ
た
日
付
と
す
れ
ば
、
二
月
三
日
は
報
告
が
中
央

に
到
着
し
た
日
付
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
新
羅
使
の
来
航
は
さ
ら
に
数
日
遡

る
こ
と
に
な
り
、
一
月
末
頃
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た
既
述
の
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』
に
は

大
宰
府
廃
止
の
記
事
以
降
、
筑
紫
鎮
西
府
設
置
ま
で
の
間
に
二
度
の
新
羅
使
の
来
航
記
事
が
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（
24
）
［
太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
五
］
、
［
重
松
敏
彦
二
〇
一
八
］
。

（
25
）
史
料
上
は
、
「
問
其
来
朝
之
由
」
「
問
其
由
緒
」
「
問
新
羅
入
朝
之
由
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に

表
記
さ
れ
る
が
、
石
井
氏
の
仮
称
に
し
た
が
っ
て
こ
う
呼
ん
で
お
く
。

（
26
）
石
井
氏
は
当
初
、
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
（
七
七
九
）
年
十
月
乙
巳
（
九
日
）
条
に
よ
っ

て
、
こ
の
時
に
大
宰
府
に
対
し
て
「
国
書
開
封
権
」
が
委
譲
さ
れ
た
と
み
て
い
た
が
、
の
ち

田
島
公
氏
の
指
摘
（
［
田
島
一
九
八
六
］
）
を
承
け
て
、
宝
亀
四
年
頃
と
訂
正
し
て
い
る
。

（
27
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
三
月
辛
丑
（
十
日
）
条
。

（
28
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八　

延
暦
十
八
年
四
月
十
三
日
太
政
官
符
。

（
29
）
た
と
え
ば
北
條
秀
樹
氏
は
、
広
嗣
の
動
員
兵
力
に
つ
い
て
「
総
数
一
万
数
千
、
西
海
道
全

土
か
ら
の
兵
を
広
嗣
は
動
員
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
地
域
と
人
数
か
ら
し
て
軍
団

兵
士
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
す
る
［
北
條
秀
樹
二
〇
〇
〇
ｂ
］
。

（
30
）
も
う
一
方
の
対
外
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
［
重
松
敏
彦
二
〇
一
八
］
に
お
い
て
検
討
し
た

「
蕃
客
儲
米
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
廃
府
官
物
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
も
し
新
羅
使
が
来

航
し
て
い
れ
ば
（
実
際
に
は
筑
紫
鎮
西
府
の
時
期
に
は
来
航
し
な
か
っ
た
が
）
、
こ
れ
が
用
い

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
軍
団
兵
士
制
の
復
活
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
十
二
月
丁
巳
（
十
日
）
条
に
「
（
前

略
）
又
京
畿
内
及
諸
国
兵
士
依
レ

旧
点
差
」
と
み
え
る
。

（
32
）
鈴
木
氏
に
よ
る
と
、
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
九
月
壬
辰
（
日
）
条
に

「
今
検
二

旧
例
一

、
前
守
従
三
位
百
済
王
敬
福
之
時
、
停
止
二

他
国
鎮
兵
一

、
点
二

加
当
国
兵
士
一

」

と
い
う
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八　

天
平
十
八
年
十
二
月
十
五
日
太

政
官
奏
に
よ
っ
て
当
国
（
陸
奥
国
）
の
兵
士
を
点
加
し
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
他
国
の
鎮

兵
を
全
廃
し
た
こ
と
を
も
示
し
た
も
の
と
い
う
（
［
鈴
木
拓
也
一
九
九
八
ｂ
］
）
。

（
33
）
岸
俊
男
氏
は
、
〔
30
〕
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
令
制
で
は
、
防
人
の
母
体
が
軍
団
兵
士
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
東
国
防
人
の
復
活
は
、
全
国
的
に
軍
団
兵
士
制
が
復
活
し
た
天
平
十
八
年
十

二
月
以
後
と
も
推
測
し
て
い
る
が
（
［
岸
一
九
六
六
ｂ
］
）
、
こ
こ
で
は
大
宰
府
復
置
後
の
復
活

と
み
て
お
き
た
い
。

【
引
用
文
献
】

青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
八
九　

『
続
日
本
紀
』
一
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
12
）
、
岩
波
書
店

青
木
和
夫
ほ
か
編
一
九
九
〇　

『
続
日
本
紀
』
二
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
13
）
、
岩
波
書
店

み
え
る
。
二
度
目
の
金
序
貞
ら
の
場
合
に
は
、
中
央
よ
り
検
校
新
羅
客
使
が
派
遣
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
を
一
部
代
行
す
る
使
者
で
あ
る
こ
と
も
既
述
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
一
度
目
の
金
欽
英
ら
の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
代
行
す
べ
き
検
校
新

羅
客
使
に
あ
た
る
使
者
の
派
遣
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
大
宰
府

が
存
続
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
11
）
わ
た
く
し
は
先
に
［
重
松
敏
彦
二
〇
一
八
］
を
公
に
し
た
が
、
こ
の
渡
辺
氏
の
論
考
は
、

本
来
な
ら
ば
、
そ
の
際
に
参
照
・
検
討
す
べ
き
き
わ
め
て
重
要
な
論
考
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

渡
辺
氏
は
ま
た
、
そ
の
論
考
の
な
か
で
西
海
道
に
お
け
る
公
廨
の
再
編
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
12
）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
四
月
丁
巳
（
十
九
日
）
条
。

（
13
）
た
だ
し
、
こ
の
両
者
で
は
、
「
試
練
」
の
内
容
に
相
違
が
あ
っ
た
。
［
早
川
庄
八
一
九
八

六
］
を
参
照
。

（
14
）
ま
た
山
里
純
一
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
対
外
的
、
軍
事
的
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
設
置

に
は
「
そ
れ
ま
で
化
外
の
一
部
で
あ
っ
た
多
禰
（
種
子
島
）
お
よ
び
掖
玖
（
屋
久
島
）
を
内

国
化
す
る
こ
と
」
が
あ
っ
た
と
み
る
（
［
山
里
一
九
九
九
］
）
。

（
15
）
［
春
名
宏
昭
一
九
九
七
ｂ
］
に
拠
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
な
お
後
述
す
る
。

（
16
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
六
月
壬
辰
（
十
六
日
）
条
。

（
17
）
『
続
日
本
紀
』
同
四
年
正
月
丙
寅
（
四
日
）
条
。

（
18
）
［
鈴
木
一
九
九
八
ａ
］
。
以
下
、
本
章
に
お
け
る
鈴
木
氏
の
見
解
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ

り
、
こ
れ
に
拠
る
。

（
19
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
九
月
辛
丑
（
十
四
日
）
条
。

（
20
）
『
続
日
本
紀
』
神
亀
二
年
閏
正
月
丁
未
（
二
十
二
日
）
条
。

（
21
）
加
え
て
、
多
賀
城
碑
に
は
多
賀
城
が
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
、
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
で

あ
っ
た
大
野
東
人
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
多
賀
城
碑
に
つ
い

て
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
偽
作
と
み
な
す
説
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
賀
城
の
歴
史
を
検
討

す
る
際
に
も
積
極
的
に
は
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
こ
れ
を
真
作
と
す
る
見
方

が
有
力
と
な
っ
て
お
り
［
安
倍
辰
夫
・
平
川
南
編
一
九
九
九
］
、
こ
れ
も
傍
証
と
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

（
22
）
注
（
16
）
参
照
。

（
23
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
正
月
丙
寅
（
四
日
）
条
参
照
。
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安
倍
辰
夫
・
平
川
南
編
一
九
九
九　

『
多
賀
城
碑—

そ
の
謎
を
解
く
［
増
補
版
］
』
雄
山
閣
出
版

石
井
正
敏
二
〇
〇
一
ａ　

「
大
宰
府
の
外
交
機
能
と
外
交
文
書
」
同
著
『
日
本
渤
海
関
係
史
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
七
〇
年
）

石
井
正
敏
二
〇
〇
一
ｂ　

「
大
宰
府
・
縁
海
諸
国
と
外
交
文
書
」
同
著
『
日
本
渤
海
関
係
史
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
九
一
年
）

井
上
光
貞
ほ
か
校
注
一
九
七
六　

『
律
令
』
（
日
本
思
想
大
系
３
）
、
岩
波
書
店

彌
永
貞
三
一
九
八
〇　

「
仕
丁
の
研
究
」
同
著
『
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波
書
店

彌
永
貞
三
一
九
八
八　

「
大
伴
家
持
の
自
署
せ
る
太
政
官
符
に
つ
い
て
」
同
著
『
日
本
古
代
の
政

治
と
史
料
』
高
科
書
店
（
初
出
一
九
五
五
年
）

岸　

俊
男
一
九
六
六
ａ　

「
防
人
考
─
東
国
と
西
国
─
」
同
著
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書

房
（
初
出
一
九
五
五
年
）

岸　

俊
男
一
九
六
六
ｂ　

「
郷
里
制
廃
止
の
前
後
」
同
著
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書
房

（
初
出
一
九
五
七
年
）

九
州
歴
史
資
料
館
二
〇
一
四　

『
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
Ⅴ
─
不
丁
地
区　

遺
物
編
２
─
』

工
藤
雅
樹
一
九
九
八　

「
藤
原
仲
麻
呂
政
権
と
東
北
」
同
著
『
蝦
夷
と
東
北
古
代
史
』
吉
川
弘
文

館
倉
住
靖
彦
一
九
七
九　

『
大
宰
府
』
教
育
社

倉
住
靖
彦
一
九
八
五　

『
古
代
の
大
宰
府
』
吉
川
弘
文
館

倉
住
靖
彦
一
九
九
〇　

「
大
野
城
司
考
」
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
編
『
古
代
中
世
史
論
集
』
吉

川
弘
文
館

酒
井
芳
司
二
〇
一
六　

「
九
州
地
方
の
軍
事
と
交
通
」
舘
野
和
己
ほ
か
編
『
日
本
古
代
の
交
通
・

交
流
・
情
報
』
１
制
度
と
実
態
、
吉
川
弘
文
館

坂
上
康
俊
一
九
九
六　

「
「
九
州
」
の
成
り
立
ち
」
丸
山
雍
成
編
『
前
近
代
に
お
け
る
南
西
諸
島

と
九
州
』
多
賀
出
版

栄
原
永
遠
男
一
九
八
三　

「
藤
原
広
嗣
の
乱
の
展
開
過
程
」
九
州
歴
史
資
料
館
編
『
九
州
歴
史
資

料
館
開
館
十
周
年
記
念　

大
宰
府
古
文
化
論
叢
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館

坂
本
太
郎
一
九
八
九　

「
藤
原
広
嗣
の
乱
と
そ
の
史
料
」『
六
国
史
』
坂
本
太
郎
著
作
集
第
三
巻
、

吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
六
八
年
）

重
松
敏
彦
二
〇
一
七　

「
「
大
宰
府
の
七
世
紀
史
」
覚
書
」
太
宰
府
市
公
文
書
館
紀
要
『
年
報　

太
宰
府
学
』
一
一

重
松
敏
彦
二
〇
一
八　

「
古
代
大
宰
府
に
お
け
る
対
外
的
機
能
の
画
期
と
そ
の
財
政
的
位
置
づ

け
─
文
献
史
料
か
ら
み
た
大
宰
府
の
時
期
的
変
遷
検
討
の
前
提
と
し
て
─
」
大
宰
府
史
跡
発

掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

鈴
木
拓
也
一
九
九
八
ａ　

「
古
代
陸
奥
国
の
官
制
」
同
著
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文

館
（
初
出
一
九
九
四
年
）

鈴
木
拓
也
一
九
九
八
ｂ　

「
古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」
同
著
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文

館
（
初
出
一
九
九
一
年
）

太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
三　

『
太
宰
府
市
史
』
古
代
資
料
編

太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
五　

『
太
宰
府
市
史
』
通
史
編
Ⅰ
第
三
編
第
二
章
第
三
節

「
一　

外
交
」

田
島　

公
一
九
八
六　

「
外
交
と
儀
礼
」
岸
俊
男
編
『
ま
つ
り
ご
と
の
展
開
』
日
本
の
古
代
７
、

中
央
公
論
社

長
洋
一
一
九
八
四　
　

「
広
嗣
の
乱
と
鎮
の
所
在
地
」
『
九
州
史
学
』
七
九

中
村
明
蔵
一
九
九
三　

「
古
代
多
褹
嶋
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
同
著
『
隼
人
と
律
令
国
家
』
名
著

出
版
（
初
出
一
九
八
九
年
）

永
山
修
一
一
九
九
二　

「
天
長
元
年
の
多
褹
嶋
停
廃
を
め
ぐ
っ
て
」
『
史
学
論
叢
』
一
一

永
山
修
一
二
〇
〇
九　

『
隼
人
と
古
代
日
本
』
同
成
社

西
別
府
元
日
二
〇
〇
二　

「
律
令
官
制
の
変
質
と
地
域
社
会
」
同
著
『
律
令
国
家
の
展
開
と
地
域

支
配
』
思
文
閣
出
版

野
村
忠
夫
一
九
六
七　

「
令
制
考
叙
法
の
基
本
的
問
題
─
叙
者
、
考
叙
也
。
言
計
考
叙
位
也
（
選

叙
令
集
解
釈
説
）
─
」
同
著
『
律
令
官
人
制
の
研
究　

増
訂
版
』
吉
川
弘
文
館

野
村
忠
夫
一
九
九
三　

「
弁
官
に
つ
い
て
の
覚
え
書
─
八
世
紀
〜
九
世
紀
半
ば
の
実
態
を
中
心

に
─
」
同
著
『
律
令
政
治
と
官
人
制
』
吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
六
九
年
）

早
川
庄
八
一
九
八
六　

「
選
任
令
・
選
叙
令
と
郡
領
の
「
試
練
」
」
同
著
『
日
本
古
代
官
僚
制
の

研
究
』
岩
波
書
店
（
初
出
一
九
八
四
年
）

春
名
宏
昭
一
九
九
七
ａ　

「
律
令
官
制
の
内
部
構
造
─
八
省
体
制
の
成
立
─
」
同
著
『
律
令
国
家

官
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

春
名
宏
昭
一
九
九
七
ｂ　

「
鎮
西
府
に
つ
い
て
」
同
著
『
律
令
国
家
官
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

平
野
邦
雄
一
九
六
九　

「
大
宰
府
の
徴
税
機
構
」
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
律
令
国
家
と

貴
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
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平
野
邦
雄
一
九
九
〇　

「
鴻
臚
館
の
成
立
」
『
古
代
文
化
』
四
二
─
一
二

廣
岡
誠
児
一
九
八
七　

「
「
鎮
西
府
」
設
置
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題
」
『
古
代
史
研
究
』
六

福
井
俊
彦
編
一
九
九
〇　

『
弘
仁
格
の
復
原
的
研
究
』
民
部
中
篇
、
吉
川
弘
文
館

福
岡
市
教
育
委
員
会
一
九
九
七　

『
福
岡
外
環
状
道
路
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
─
２
─　

福
岡
市
早
良
区
賀
茂
所
在
次
郎
丸
高
石
遺
跡
第
３
次
調
査
・
免
遺
跡
第
２
次
調
査
』
福
岡
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
５
３
６
集

北
條
秀
樹
二
〇
〇
〇
ａ　

「
藤
原
広
嗣
の
乱
の
基
礎
的
考
察
─
栄
原
・
長
両
氏
説
に
接
し
て
─
」

同
著
『
日
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
八
八
年
）

北
條
秀
樹
二
〇
〇
〇
ｂ　

「
初
期
大
宰
府
軍
制
と
防
人
」
同
著
『
日
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
』

吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
九
一
年
）

松
川
博
一
二
〇
一
二　

「
大
宰
府
軍
制
の
特
質
と
展
開
─
大
宰
府
常
備
軍
を
中
心
に
─
」
『
九
州

歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
三
七

松
川
博
一
二
〇
一
八　

「
大
宰
府
官
司
制
論
─
被
管
官
司
の
検
討
を
中
心
に
─
」
大
宰
府
史
跡
発

掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

松
川
博
一
二
〇
一
九　

「
藤
原
広
嗣
の
乱
」
佐
藤
信
編
『
古
代
史
講
義
【
戦
乱
篇
】
』
筑
摩
書
房

山
里
純
一
一
九
九
九　

「
古
代
の
多
褹
嶋
」
同
著
『
古
代
日
本
と
南
島
の
交
流
』
吉
川
弘
文
館

（
初
出
一
九
九
六
年
）

渡
辺
晃
宏
二
〇
〇
三　

「
公
廨
の
成
立
─
そ
の
財
源
と
機
能
─
」
笹
山
晴
生
編
『
日
本
律
令
制
の

構
造
』
吉
川
弘
文
館

［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
月
二
十
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
九
州
史
学
研
究

会
で
の
大
会
報
告
「
大
宰
府
廃
止
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
報
告
原
稿
に
大
幅
に
加
筆
し
て
成

稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
の
報
告
に
際
し
て
、
有
益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
会
員
諸
氏

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
し
げ
ま
つ
・
と
し
ひ
こ　

太
宰
府
市
公
文
書
館
会
計
年
度
任
用
職
員
）

ご
購
入
は
太
宰
府
市
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

U
R

L

：h
ttp

://w
w

w
.city

.d
azaifu

.lg
.jp

/ad
m

in
/b

u
n
k
a_sp

orts/k
ob

u
n
sh

ok
an

/in
d
ex

.h
tm

l

市
制
施
行
30
周
年
記
念

太
宰
府
人
物
志  

太
宰
府
市
情
報
・
公
文
書
館
推
進
課
市
史
資
料
室

編

　
　
　

※
頒　

価　
　

一
、
〇
〇
〇
円
（
消
費
税
込
・
送
料
別
）

太
宰
府
市
史　
全
13
巻
（
14
冊
）　

編
集
委
員
長
　
川
添
　
昭
二

 

考
古
資
料
編 

高
倉
洋
彰
・
石
松
好
雄 

編 

平
成
４
年
４
月
刊
行

 

民
俗
資
料
編 

佐
々
木
哲
哉
・
森
弘
子 

編 

平
成
５
年
４
月
刊
行

 

建
築
・
美
術
工
芸
資
料
編 

澤
村
仁
・
八
尋
和
泉 

編 

平
成
10
年
５
月
刊
行

 

古
代
資
料
編 

長
洋
一 

編 

平
成
15
年
11
月
刊
行

 

中
世
資
料
編 

佐
伯
弘
次 

編 

平
成
14
年
10
月
刊
行

 

近
世
資
料
編 

中
村
質
・
梶
原
良
則 

編 

平
成
８
年
３
月
刊
行

 

近
現
代
資
料
編 

有
馬
学 

編 

平
成
11
年
１
月
刊
行

 

文
芸
資
料
編 

赤
塚
睦
男
・
山
内
勇
哲 

編 

平
成
14
年
９
月
刊
行

 

環
境
資
料
編 

小
林
茂･

磯
望･

下
山
正
一 

編 

平
成
13
年
９
月
刊
行

 

通
史
編　

Ⅰ 

高
倉
洋
彰
・
石
松
好
雄
・ 

平
成
17
年
３
月
刊
行

 
 

磯
望
・
小
林
茂
・
長
洋
一 

編

 

通
史
編　

Ⅱ 

佐
伯
弘
次
・
梶
原
良
則 

編 

平
成
16
年
12
月
刊
行

 

通
史
編　

Ⅲ 

有
馬
学 

編 

平
成
16
年
９
月
刊
行

 
｢

古
都
太
宰
府｣

の
展
開
─
通
史
編
別
編
─

 
 

有
馬
学
・
日
比
野
利
信 

編 

平
成
16
年
３
月
刊
行

 

年
表
編 

佐
々
木
哲
哉
・
森
弘
子 

編 

平
成
16
年
３
月
刊
行

　
　
　

※
頒　

価　

各
五
、
〇
〇
〇
円
（
消
費
税
込
・
送
料
別
）

― 59 ―

大宰府廃止をめぐる諸問題（重松）


